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序

下ノ内浦追跡のある富沢地区は、近年、土地区画整理事業や、高速鉄道建設事業等々に伴い、

大きく変貌しつつあります。

西多賀を含む魚川流域には、仙台市域の中でも最も濃密な遺跡群の分布をみる地域となって

います。近隣の山口・六反田 。泉崎 。中谷地・鍋田等の各追跡の調査では、数多くの貴重な文

化遺産の発見をみております。

本報告書は、富沢区画整理地区の一画にある下ノ内浦遺跡に開発行為が計画されたため、文

化財保護保存の協議を重ねた結果、記録保存の措置を講ずる旨をもって、事前の調査を実施す

るに至り、その成果をまとめ、公表するものであります。

本書が文化財保護・保存・啓発に大きく寄与することができますならば、望外のよろこびで

あります。市民のみなさんはもとより、学兄諸氏の研究・活用を期待するとともに、本追跡の

調査や報告書作成に当り、多くの方々の御協力・御助言をいただきましたことに対し、心から

感謝を申し上げ、序といたします。

昭和 58年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井   黎



例     言

1.本書は、みやぎ生活協同組合泉崎倉庫第 1期建設工事及び、灯油スタンド建設工事に先行

する下ノ内浦追跡発掘調査報告書である。

2.本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の 1:25,000仙 台東南部地形図を使用した。

3.土層と遺物の色調は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人、日本色彩研究所色

標監修の新版標準土色帖を使用した。

4.本文の執筆は調査担当者のうち佐藤 隆、柳沢みどり、工藤哲司が行ない、編集も3名で

行なった。執筆の分担は下記の通りである。

佐藤  隆 I・ Ⅱ・Ⅱ・Ⅳ-1・ V・ Ⅶ-3

柳沢みどり Ⅳ-2・ Ⅶ-1-(1)～ (2)

工藤 哲司 Ⅵ・Ⅶ-1-(3)～ (9)。 Ⅶ-2

5.本調査においては、次の通りの遺構略号を使用した。

SB:掘立柱建物跡

SDi溝跡

SI:竪床住居跡

SK:土羨

SX:そ の他の追構

6.本報告中の実測図の方位、実測基準線は真北を基準としている。

7.遺物は下記の通り分類し、登録してある。

A 縄文土器 J 陶磁器

B 弥生土器 K 石製品 。石器

C 土師器 (非ロクロ) L 木製品

D 土師器 (ロ クロ) N 鉄製品

E 須恵器 P 土製品

I 自然追物

8.遺物実測図中、須恵器については断面を黒く塗潰して示した。

9.追物実測図の中心線が一点鎖線のものは、復原径によって実預Jを行なったものである。

10。 本報告書に関係する出土遺物、作成図面、写真は一括して仙台市教育委員会が保管してい

る。
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下ノ内浦遺跡発掘調査報告

I.は  じ め に

1.調 査 要 項

。遺  跡  名 下ノ内浦遺跡
●追跡の所在地 仙台市富沢字下ノ内浦12他 5筆
。追 跡 の現状 宅地及び更地

。調 査 目 的 倉庫建設工事及び灯油スタンド建設工事に伴う事前調査
。調査対象面積 540m2

●調 査 面 積 270m2

●調 査 期 間  (現地)昭和57年 7月 16日 ～ 9月 7日

(整理)昭和57年10月 1日 ～昭和58年 3月 26日

2.調 査体 制

。調 査 主 体 仙台市教育委員会
。調 査 担 当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

教諭・佐藤 隆、主事 。柳沢みどり、金森安孝、工藤哲司
。調 査 協 力 みやぎ生活協同組合
。調 査参加者 松林四郎、斉 すき、本郷孝治、増子きねよ、小嶋登喜子、伊藤 毅、

高橋敬一、佐々木博之、根深亀八郎、朝山喜八郎、佐藤忠勝、佐藤智雄、

武藤秀哉、織内 登、梶川恒雄、及川由美、佐藤花子、佐藤美賀子、
高原礼子、阿部敏之、中山 潤

●整 理 参加者 横山広美、赤間郁子、神尾恵美子、神尾紀以子、相沢尚子、菊地雅之、
渡辺紀雄、高橋薫子、三浦和子、氏家弘子、池田真弓、菊池 豊、
小島真弓



I.調査に至る経過  Ⅲ.追跡の位置と環境
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡

Ⅱ.調査に至る経過

昭和57年 6月、みやぎ生活協同組合より、仙台市富沢字下ノ内浦地内に、倉庫を建設する旨

の発掘届が提出された。この個所は、周知の追跡ではないが、昭和51～ 53年の六反田遺跡の発

掘調査地点より】ヒ150mに位置し、この調査の結果より推測すると旧気川に関連する自然堤防

が、今回の調査区に出現することが考えられる。また、昭和57年度の六反田遺跡、下ノ内追跡、

山口追跡の発掘調査の結果より、本調査区まで、遺構等が拡がつていると考えられる。そこで、

みやぎ生活協同組合と協議し、記録保存のための発掘調査を、昭和57年 7月 より仙台市教育委

員会が行なつた。

この富沢地区においては、昭和48年 10月 に、仙台市長町富沢土地区画整理組合が設立され、

約 147万ドの土地が造成された。大部分が水田と畑であったので、盛土がなされている。本調



査区は、大部分が水田として耕作され、時折、旧魚川が氾濫 しその影響をうけていた。調査区

は、灯油スタンド建設予定地に12m× ■mの不整形の第 I調査区 (I区 )と 倉庫建設予定地に

30m× 7.5mの長方形の第Ⅱ調査区 (Ⅱ 区)を設定し、約0,7～ 1.Omの盛土と旧耕作土を重機

により排土した。地表下 lmで遺物等の散布する層を検出した。第 I調査区と第Ⅱ調査区では、

自然堆積の状況が異なり、追構の残存は、第Ⅱ調査区の方が良い状況であつた。

市

 /

ォヽ

大 野 田 小 学 校

ア三]――、下
=三

ョT 
下ノ
キ|ィ

第 2図 遺跡の範囲とトレンチ配置図

Ⅲ。遺跡の位置と環境

下ノ内浦追跡は、東北本線長町駅より南西 1.5節 の仙台市富沢字下ノ内浦12地内にあり、今

回の発掘調査で発見されたものである。この富沢地区と南隣の大野田地区は、沖積平野である

「宮城野海岸平野」に含まれ、微地形では「郡山低地 に属している。郡山低地は、名取川に

よって形成された自然堤防、後背湿地等から成り立っている。名取川の支流である旧魚川が、

当調査区の南隣にある。この旧気川の影響を大きく受けているのが、下ノ内浦遺跡である。

この地域には数多くの追跡があり、昭和51年以降、発掘調査が急速に進み、仙台市内の沖積

地において、縄文時代の住居跡が初めて発見された。当調査区の南 150mにある六反田遺跡 (註

密 翌 立
~華
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Ⅳ.調査の方法と基本層位  1.調査の方法 2.基本層位

1)は、昭和51～ 53年度に発掘調査が行なわれ、縄文時代中期中葉 (大木 8b式期)、 後期初頭、

奈良時代、平安時代の堅穴住居跡、古墳の周1皇が確認されている。昭和56年度からの高速鉄道

関係及び市民体育館建設工事関係の発掘調査では、この富沢地区に平安時代前後の水田跡が確

認されている (註 2。 3兆 同じく高速鉄道関係の発掘調査により発見された下ノ内遺跡では、

表土より2.lm下で縄文時代中期末葉 (大木10式期)の竪穴住居跡が確認され、その床面より

複式炉と埋設土器が検出されている (註 4光 古墳時代の竪穴住居跡 軒、平安時代の竪穴住居

跡 軒も確認されている。六反田追跡と下ノ内遺跡は、名取川と気川が形成した自然堤防上で

あるということは、前述の発掘調査から明らかであり、縄文時代中期より平安時代以降までの

複合遺跡である。このことは、昭和53～ 56年に行なわれた、西隣にある山口遺跡でも同様なこ

とがいえる。大野田地区では、古墳が6基確認されている。埴輪を伴うものが5基ある。これ

らの古墳は、確認されているものだけであり、江戸時代の新田開発等により墳丘が削平されて

いて、確認されていないものもあると考えられる。

周辺に分布する追跡には、前期旧石器の文化層が確認された山田上ノ台追跡 (註 5)と 北前

追跡 (註 6)があり、縄文時代早期～中期の遺構と遺物が発見された北前追跡や三神峯追跡 (註

7)、 縄文時代中後期の追構と追物が発見された六反田追跡がある。弥生時代の追物は、山日遺

跡 (註 8)や六反田追跡で出土している。古墳時代の追跡は数多く、裏町古墳 (註 9)は、 5

世紀末から6世糸己初めに造られたもので、主車由40m以上の前方後円墳で、堅穴式石室より珠文

鏡等が出土し、葺石や埴輪も確認されている。裏町古墳や大野田 1、 2号墳 (註 10)に埴輪を

供給したと考えられる富沢窯跡 (註 11)も ある。平安時代の追跡としては、前述の山口追跡、

下ノ内追跡、六反田追跡があり、それ以外にも数多く存在するものと考えられる。中世には、

新魚川の南にある富沢館跡や大年寺山にある茂ケ崎城がある。

Ⅳ.調査の方法 と基本層位

1.調査の方法

今回の調査対象となった個所は、同一敷地内に、南に灯油スタンド、北に倉庫が建設される

こととなったので、第 1調査区、第 2調査区とし、 7月 16日 より発掘調査を行なった。重機で

盛土部分と旧耕作土を排土し、地表下 1.0～ 1。 2mで遺構面を検出した。

I区においては、追構が少ないので平板測量を行なった。調査区の南西コーナーの境界杭を



基準とし、ベンチマークNo.1を 12.00mと した。Ⅱ区においては、真北の線上にある境界杭を基

準とし、3m方眼のグリットを調査区内に設け、耳しから南にA・ B・ C区、西から東へ 1。 2・

3～区とし、ベンチマーク配 2は 12.20mと した。Ⅸ層上面まで精査を行ない、縄文土器片が若

千出上しているので確認のため、E6～ E8、 E14～ E16の 2ケ所にテス トピットを設けた。

Ⅸ層上面より1.6m掘 り下げ、XllI層 まで検出したが、遺物包含層は確認できなかった。

Cl、 C2の グリット内ではV層上面で SI-1を 検出し、全形を得るためにD、 Fの 1・
2ま でグリットを拡張した。拡張区については、調査期間の関係によってV層上面までを調査

し、それ以下の層については、調査をすることができなかった。

2.基 本 層 位

I区の基本層位は、13枚確認された。 I～ Ⅲ層は、盛土・表土 。旧表土で、Ⅳ層以下の上性

は以下のとおりである。Ⅳa・ Ⅳb層 は細砂、va・ Vb・ Ⅵ層はシルト、Ⅶ層は灰白火山灰、

Ⅷ・Ⅸ oX層 はシル ト、�層は粗砂、�層は砂質シルト、� 層は粗砂である。

遺物は、Va・ Vb・ Ⅵ・Ⅶ oⅧ・Ⅸ層に合まれるが、出土追物の 7割が、Va・ Vb層中、及

び、Vb層上面、Ⅵ層上面、Ⅷ層上面から出土している。Vb層は調査区の北東半分に、Ⅷ層は

南西半分に分布しているが、追構の検出状況、追物の出土状況から、Vb・ Ⅵ・Ⅷ層の各上面に

生活面の存在が推定できる。Vb・ Ⅵ層上面は標高 10.6～ 10,7mで、ほぼ水平に堆積している

が、Ⅷ層上面は、調査区の南方へ向かってやや傾斜している。

Ⅶ・Ⅸ層を剖土すると、 X層 が調査区全域に拡がったが、X層 を一部掘り下げた段階で、調

査区の東側半分に、ほぼ南北方向に、幅 5m以上の第 1号河ナ||を 検出した。 X・ �層はこの河

川の埋土であるが、河川は未完堀である。Ⅶ層はこの河川がほぼ埋まりきってから降下したも

のと考えられる。

Ⅱ区の基本層位は、17枚確認された。 I～ Ⅲ層は、盛土 。表土・旧表上で、Ⅳ層以下の土性

は以下のとおりである。Ⅳ・Va～ Vc層 はシルト、Ⅵa・ Ⅶb層 は粘土質シルト、Ⅶa層はシル

ト、Ⅶb層は砂質シルト、Ⅶc・ Ⅷa層 は粘土質シルト、Ⅷb層は粘土、Ⅸ層は砂、X層は細砂、

�～� 層は粘土質シル ト、� 層は糸田砂、XV・ る狂層は粘土質シルト、XVII層 は粘上である。

遺物は、Ⅱ～Ⅶ層に合まれるが、出土追物の 7～ 8割がV層 とⅦ層に包含されている。遺物

を含む各層は、標高 10。 4～ 11.2mの範囲に、ほぼ水平に堆積している。遺構はV・ Ⅵ・Ⅶ層の

各上面で確認されているが、基本層の各層と基本層を除く亜層、遺構内埋土層の土色・土性が

非常に類似しており、遺構の確認は困難であった。未確認の追構が他に存在していたことが充

分考えられる。



V.I区の調査  1.発見遺構

Ⅶc層 を劉土すると、Ⅷa層 が調査区の全域に拡がつたが、Ⅷc層 を一部堀り下げた段階で、調

査区の東隅に、幅 3m以上の第 1号河川を検出し、完掘した。

尚、XllI層以下については、深掘区A・ B2地点での部分調査である。

I区 とⅡ区の基本層位は、土色・土性がI区では褐色 。黄褐色を基調とするシルト・砂質シ

ルトなのに対し、Ⅲ区は、暗褐色・灰黄褐色を基調とする粘土質シルトであり、両調査区間が

約75mに もかかわらず、層の変化が著しい。層の対比が可能なのは、 1区のⅦ層とⅡ区の第 1

号土羨埋± 1層 の灰白火山灰層のみである。

本調査で生活面が把えられたのは、両区のV層前後の層で、時代は 7世紀後半から10世紀代

に限定される。又、この時期以前のこの時期に近接した時期に、気川の影響を受けた時期があ

つたことが確認された。

Vo I区 の 調 査

1.発 見遺構

(1)土 壌

1号土壊

長軸 100Cm、 短軸60cm、 深さ24cmを計る椿円形の土羨で、Vb層上面で検出された。断面形は

U字状を呈し、堆積土は 1層で、出土遺物はない。

2号土墳

長軸 130cm、 短軸900m、 深さ26cmを計る卵形の土壌で、Vb層上面で検出された。断面形は、

V字状を呈し、壁は緩やかに立つ。堆積土は 1層で炭を含む。出土追物はない。

3号土城

長軸 120cm、 短軸60cm以上、深さ10Cmを 計る不整形の土渡で、Vb層上面で検出された。断面

形はU字状を呈し、底面はほぼ平担で、壁面は 70° 位に急に立ち上がる。堆積土は 1層 でオ

リーブ黒色のシルトであり、炭を多量に合む。出土遺物は土師器が 2点あり、ロクロを使用し

た土師器が 1点合まれる。

4号土境

長軸 ■OCm、 短草由50cm、 深さ15cmを計る不整形の土羨で、Ⅵ層上面で検出された。断面形は

U字状を呈し、底面はほぼ平担で、壁は急に立ち上がる。堆積土は 1層である。

5号土壊

長軸 100Cm、 短軸80cm、 深さ50omを 計る楕円形の土壊で、WI層上面で検出された。底面は東
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第■回 I―区層位別遺構配置図

第 1表 SK-6 出土遺物集計表
種  別 土 師 善 須 患 器 縄 文

番 1種 雰 (非●タロ) 希 (ロ
ータロう 輩(,F口 |タ ロ) 邦

無 段 最部り警 計

部  位 口籍部‐体部 醐鞠
景切f 体 部 口縁部■体部

外面調整 不 朗 百クロ ヨ夢揆今 ケヽメ ナ  デ ロ  タ  ロ
破片数 ユ 1 1 1 1 2 7

魏 1 1

1 2 2 1 21 8

住)土  渡

Vj悟上面検出過構‐

Ⅵ層上面立層上面検出遺籍

第?表 SK-3
出土通物集計表

種1  別 土 師 器

計番  種 寮1俳ロタ0) 妻(ロ タ百)

郎― 位 体 部 体   1部

外面調整 ケ ズ リ ロ タ ロ

餅 般 1 l

l 1

４
一Ⅷ

側にビット状の落ちこみがあり、西壁は若干オーーバーハングしている。堆積土は5‐層にわかれ、

■器片を4点出上して学―ヽる。ロク
ーロを使用した.土師1器片が1点含まれる。中世晦器 (鉢)片 2

点を―出上している。



V.I区の調査  1.発見追構

6号土城

長軸 180cm、 短草由80cm、 深さ30cmを 計る楕円形の土羨で、Ⅵ層上面で検出された。断面形は

U字状で底面は平担である。堆積土は 2層であり、ロクロを使用した土師器 2点 (第 9図No.1)

ロクロを使用しない土師器片 3点、縄文土器片 2点を出土している。

7号土城

長軸 100Cm、 短軸70cm、 深さ15cmを 計る楕円形の土羨で、Ⅶ層上面で検出され、 断面はV字

状である。堆積土は 1層であり出土遺物はない。

耳ヒ  E置

_二 ____一 二 一 ― 一 ―
_ユ ー 十 ~~~上 __

I・ I

Ⅲ

―

m

西 壁 その 1

第 4図  I区土層断面図 その 1

第 1号河川       �



西 壁 その 2

第 5図  I区土層断面図 その 2

(1)土

第 3表 SK-5 出土遺物集計表

1090m

B引

壌

卜B′

0                 60cm

―第 6図  5号土壊断面図

0         611crn

―第 8図  1号ピット断面図

o           ∞or t~

一第 7図  7号土竣および一括土器平面図

9

種 土 師 器
世
器
中
陶

計

器 種
郷

(非ロクロ )
邸 (ロ クロ)

甕
(非 ロクロ )

鉢

無 段

部 位 口縁部一体部 口緑部一体部 体 部

外 面 調 整 ヨ コ ナ デ 不 明 不 明

層

[～ 2破 片数 1 1 2 4

3～ 4破 片数 1 1 2

I 2 1 2 6

層No 色 他 層No 上  質 他

IB 10Y R χ 黄褐色
75CVχ  暗緑灰色 I口耕作上 酸化鉄 炭化物を合む 5V% オリーブ黒色 砂質 シル ト 炭化物を含 tr

75Y R/ 鶴色 砂 酸化鉄 マンガン社を合 t・ 10Y R% 貢縄色 題 砂 酸化鉄を合 tt

76YR% 拇色 細  砂 10Y R/ 偶色 粘土質 ンル ト 砂や炭化物を合 tr

75YR% IR色 細  砂 酸化鉄 を合 tr 7 5YRO/ 黒綱色 IS■ 質ンルト 炭化物を含む

10Y R% 暗鶴色 秒 マンオン粒の他 IB9、 炭イヒ物を含む iOY R/ になぃ黄f4色 マンガン粒 酸化鉄を含 tr
10Y R% 褐色 炭化物を含V」、遺物を含む 25Y% になぃ橙色 砂質シル マンガン粒を合む

10V R% によい貢褐e 酸化鉄 炭化物を合む、遺物を含む 25Y% 黄褐色 砂質シルト 炭化物 (径 2 cm弱 )を 含む

25Y% 灰白色 灰白火山灰層、マンオン粒、選物を合む 10Y R% にぶい黄濁色 ガン粒を含む

10V R% 暗拇色 炭化物を合む、遺物を合j 25Y% 暗仄黄色
B 10Y R% 鶴色 ガン粒 炭化物を合む、送物を合j 10Y R% 黄縄色 枯主質ンル 砂や炭化物を含J

X 10Y R/ にぶい黄鶴色 マンガン粒 炭化物を合 tJ・  遺Iblを 含む 7 5YR% 綱t 酸化鉄を合む

キ

第 5号土壌

層血 土 色 土  質 そ  の  他
1 10Y R% 暗褐色 炭化物、遺物を含む

2 ЮYR%。 暗掘色 ンル ト

3 10Y R%・ 暗褐色 ンル ト 炭化物、焼土を含む

4 10Y R% 暗褐色 ,レ ト 炭化物 (5 mm以 下X砂を含む

5 10Y R% 黄褐色 粘質シル ト

第 7号土壌埋土

層� 土 色 土  質 そ  の  他

単層
25Y%・
オリープ福色

粘土質
シルト 縁(ヒ惣物嘗き讐ヽ

酸化鉄、

第 1号ビット

層Nα 土 色 土  質 そ の 他

1 10Y R%。 暗褐色 ンル ト 砂、炭化物を含む

2 10Y R%。 暗褐色 シル ト



V.I区 の調査 1.発見遺構

(2)1号河川跡

調査区の中央部 X層 中で検出された。方向は、N-20° 一Wであり、東根」の立ち上がりは調

査区外にあるために河川の幅は確認できないが、上端幅は6m以上であり、深さは 1.5m以上

を計る。堆積土は 2層以上であり、 1層は本調査区全体にも検出され黄褐色、砂質シルトであ

る。出土追物は土銅器片が 4点ある (第 9図No.4)。 この 1号河川は本調査区の南隣にある1日気

川に直交する。

(3)ビ ット

ピット4 Vb層上面で検出 円形で直径40cm、 深さ13cmを 計る。堆積土は 1層で土師器片

2点を出土。ロクロを使用した土器が 1点含まれる (第 9図No.2)。

ピット15 Ⅶ層上面で検出 楕円形で長径4駒m、 深さ15Cmを 計る。堆積土は 1層。土師器壺

の一部出土 (第 9図No.3兆 この土器は平底の底部よりゆるやかに立ち上がり、体部中央で直立

ぎみになる。外面の調整はハケメのちナデ、内面の調整はヘラナデである。

ピット7 Vb層 上面で検出 楕円形で長径60cm、 深さ20cmを計る。堆積土は 1層。土師器

片 7点、須恵器片 1点、計 8点を出土。 8点ともロクロ使用の土器片である。

他にVb層上面で検出されたピットは 4個。Ⅵ層上面で検出されたピットは 9個ある。

第 9図  I区遺構内出土土器

(4)遺構以外の出土遺物

V層より上師器片3点出土している。①土師器郷の口縁部 (第■図No.2)体部よりゆるく立

ち上がり、頸部より口縁部へ外反する。内外面ともに摩滅しているがハケメが認められる。②

逸猟 種 別 移 層  位
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量

残 存 分類 卸 α 写真図版
口 縁 部 体   部 底 部 口 縁 部 体   部 底   部 器高 口径 底径

1 土師器 芥 1層 不   明 不   明 不 明 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 晃 D-6

2 Pit 4 ヘラミガキ 不 明 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ D-5

3 壷 ハケメナデ ケズリ ヘ ラナデ ヘ ラナデ % C-4

獲 [号河川 ケ ズ リ ケズリ ナ   デ ヘ ラナデ 底部% C-3

10



1見追構

跡

で検出された。方向は、N-20° 一Wであり、東側の立ち上がりは調

の幅は確認できないが、上端幅は6m以上であり、深さは 1.5m以上

.上であり、 1層は本調査区全体にも検出され黄褐色、砂質シルトであ

が 4点ある (第 9図No.4)。 この 1号河川は本調査区の南隣にある旧魚

で検出 円形で直径40cm、 深さ13cmを 計る。堆積土は 1層で土師器片

:用 した土器が 1点合まれる (第 9図No.2)。

検`出 楕円形で長径45Cm、 深さ15cmを 計る。堆積土は 1層。土師器壷

)。 この土器は平底の底部よりゆるやかに立ち上がり、体都中央で直立

登はハケメのちナデ、内面の調整はヘラナデである。

で検出 楕円形で長径60om、 深さ20cmを計る。堆積土は 1層。土師器

計 8点を出土。 8点ともロクロ使用の土器片である。

されたピットは 4個。Ⅵ層上面で検出されたピットは9個ある。

1儀n

一

第9図  I区遺構内出土土器

朴の出土遺物

煮出土している。①土師器郵の日縁部 (第 11図No.2)体部よりゆるく立

尿部へ外反する。内タト面ともに摩滅しているがハケメカ蝙忍められる。②

0                          1儀 m

遺猟 種 刀」 番 形 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量

残  存 分類 鰤 写真図版
日郡 体   部 ほ     部 口 縁 部 体   部 底 部 器 高 口 径 底 径

l 須恵器 不 電 b層
回転 ヽラ切り
手持ヘラケズリ

ロクロ ■ 0 ほぼ完形 E-1 35-5

2 回転ヘラ切り 100 / E-2

3 土師器 衷

ロクロナデ

ヘラナデ
(390) % D-2 38-4

ケ ズ リ

4 ヨコナデ
ロクロナデ

ケ ズ リ
(■ 7) 26 0 χ D-4 38-2

ケ ズ リ

5

ロクロナデ
237 % D-3 88-3

ヘラケズリ ヘラナデ

第10図  I区南西角Ⅷ層出土一括土器

11--12



141 追構外の出土追物
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2.SK5 1～ 2層出± 3.V層出土
第12図 陶磁器

土師器甕の口縁部 (第 11図No.1)頸部より口縁部へ外反し、口唇部で直立する。内外面の調整

はともにヨコナデ、ハケメである。③土師器邦 (第■図No.3)回転糸切り底部切り離し技法で、

器高 2.8cmと 小さい、内外面ともにロクロ調整である。

Ⅸ層より須恵器2点、土師器3点出土している。①須恵器郷 (第 10図No.1)底部は回転ヘラ

切り後手持ちヘラケズリで器高4.lcm、 内外面ともにロクロ調整である。②須恵器郷 (第 10図

No.2)底部は回転ヘラ切り無調整、器高4.Ocm、 内外面ともにロクロ調整である。③主師器(第

10図No.3)い わゆる長胴甕で、口縁部は「く」の字形をしており回唇部に至るところに凹をも

つ。外面の調整はロクロ調整で、体部下半はその後ヘラケズリであり、内面の調整はロクロ調

整後、体部下半はその後ヘラナデ。④土師器甕 (第10図No.5)③と同じ長胴甕で調整も同様で

あるが、日唇部に至るところに丸味をもつ。全体にすすが付着している。⑤土師器甕 (第 10図

No.4)体部上半は直立し口縁部に至って、大きく外反し口唇部に至って直立ぎみとなる。内外

面ともにロクロ調整、体部下半はその後ヘラケズリ。

陶磁器としては、中世陶器片 3点 と青磁 1点が出土している。第12図No。 11よ V層 より出土し

た赤褐色を呈する無釉陶器の甕の体部片で、内外面ともナデにより調整される。No.2は 5号土

壊から出土した無色からやや緑がかった自然釉が薄くかかった灰色の鉢形の陶器である。調整

中
Cm

迫物的 種 月1 番  形 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量

残  存 分 類 畿 Ne 写真図版口  縁  部 体 部 底  部 日 縁 部 体 部 底 部 番 高 日 径 底 径
1 土師器 甕 V 層

ヨコナデ、ハケメ
ー部ナデ

ヨコナデ
ハケメ 口縁完形 C-2 37-6

2 不形土器 ケメ % C-1

3 芥 ロ   ク   ロ ロクロ 回転糸切 Ю 7 46 / D-1 38-1

第11図  I ttV層出土土器



Ⅶ.Ⅱ 区の調査  1.発見遺構

は内外面ともロクロによる。平安末期から鎌倉時代にかけての常滑産と考えられる。これと同

一個体片が他に1点 5号士壊から出土している。No.3はオリーブイエローの釉のかかった中国

産青磁の碗で、内面には劃花花弁文が描かれている。年代としては13～ 14世紀頃と考えられる。

Ⅵ.Ⅱ 区 の 調 査

1.発 見遺 構

Ⅱ区における発見遺構は、V層上面で竪穴住居跡 1軒 (S11)、 掘立柱建物跡 1棟 (SBl)、

土羨 3基 (SKl・ 2・ 3)、 濤 3条 (SD2・ 8・ 9)、 ピット数個、Ⅵ層上面で掘立柱建物跡 1棟、濤

2条 (SD5。 6)、 竪穴状性格不明遺構 1基 (SXl)、 Ⅶ層上面で濤 2条 (SD3・ 4)、 Ⅷ層上面

では 4個の柱穴からなる性格不明遺構 1基 (SX2)、 濤 1条 (SD7)と いった遺構がある。

(1)竪穴住居跡

1号住居跡 (S11)

〔確認面。重複〕 水田床土下の酸化鉄層を除去したV層上面で検出された。 1号掘立柱建物

跡及び 8。 9号濤に切られている。

〔平面形・規模。保存状況〕 調査区の拡張部においても、南辺及び西辺の全部と東辺及び北

辺の一部を検出できず、その規模については不明である。検出部の範囲は東西 4.27m。 南】ヒ

4.23mを計る。平面形は方形または長方形を呈すると考えられる。柱穴及び9号濤によって床

面の一部が削平されているが、比較的保存は良い。壁は北側程保存が良く、南側程耕作による

削平が深い。

〔堆積土〕 堆積土はベルトの位置で 18層 に大別されたが、その大部分を占めるのが、2層 と

3層である。2層は暗褐色の粘土質シルト層で堆積土の上部を占め、3層は黒掲色の粘土質シ

ルト層で堆積土の下部を占める。堆積土の厚さは北部で 24cm、 南部で12cmを計る。

〔壁・床〕 床面はほぼ平坦で、壁は床面より約 70° の角度で立ち上がる。壁面の東辺北部は

外方にわずかに張り出している。

〔柱穴〕 床面の検出範囲内においては、ビットが2個検出されたが、柱穴と考えられるもの

ではなかった。竪穴内に柱穴があったとすれば、】し東角のものについては、 1号掘立柱建物の

P4に よって切られている可能性が強い。

〔カマド〕 カマドは】ヒ壁と東壁にそれぞれ新旧の二基が検出された。
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Ⅵ.Ⅱ 区の調査 1.発見違構
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第 14図 Ⅱ区西壁面及び北壁面図



(1)竪穴住居跡

Sl―

S4-

第 15図  Ⅱ区深掘区 A・ B北壁断面

号
3 
弓
6 
弓
9 E12 E:5 E18 E?l E24 E,7 E,0

」:   色 上 質 支 他 層 h ■   色 土 貿 々 他

10Y負 / 辰黄褐色 ガク粒 籠土 酸化鉄 炭化Vlを含む 盛土及び表■

6V% 暗灰黄色 レオフ粒を多く含む 25VR/費 灰色 ト 炭化勒を多く含む (よ日床■)

ЮYR% によい黄穏色 マンオフ糀を含む、6Yχ tteの粘とをアロ′夕状に含む 75YR/縛 色 酸化鉄を多量に含む、な物を含む

25V/ は戻策色 ン地を多く含む 10Y R/ 尿責得色 炭十ヒ物を多量に合む、焼ilt マンガク社を合む、進物を多く合t
26Y% 暗灰黄色 他を多く含t 10Y R/ 灰黄得色 シガン租を含む

10Y R% 襦e 10Y R% 灰黄得色 ン粒を多量に合b、 少二の酸1と鉄を含む、近物を多く含む

iOY R% 原黄掲色 ルトrt第 1 演化切 耗上 マンガン社を多く含む ЮVR% 髯掲色 枯■質シルト灰色の格上を帯状に合け、連物を含む

ЮYR% 黒掲色 炭化竹 罷土 進物を含む llV Rχ  電褐色 ガン粒 紗を含む

10Y R% によい黄褐色 71シ ltを含む ЮYR/ によい黄lB色 仄eの粘■を含む、遺効を合む
10Y R拓  黒儒色 ガレ社を含む、10V Rχ 網色のth上 を合む ЮVR/ 縄色 ひ質ンル| SV Rχ掲反この枯■を常状に含む、マンオン粒を合む
10Y R% 原費褐t 粘と貨ン|レ Ⅲ 10Y R/ に水い黄掲色 祐■質シル「 オン粒と少盈合む

,OV R% Iattte 籠土 歳化物 マンガシ粒を含t 25Yχ  黒縄ζ 践子と鉄を含む

?も YR/灰 褐ζ 枯上質ンルト 焼士社を多量に禁Iヒ物は少抵含む 10Y Rχ  オリープ黒t 1 殴化鉄を常状に多く含む
ll V R% ''縄 色 卜質格上 耗■Fiを 多量に炭イと物は少曇合Ⅲ 2 SY% 暗原黄色 酸化鉄を書状に合む

7 3Y RI・ 掲こ 絡■気,ル ト 雑■4iを 多■に炭fと物は少量含t 酸Iヒ鉄を言よに合b

10V R% 1:Iい黄偲色 耗土とマンオン粒台む N%   嗜灰色 協土賃ンルト蹴化鉄を常よに含む、炭 (?)を合む

10V RIB 暗掲色 ,SC Yχ 皓録灰ζ Iti賃フ 数化鉄を多量に合t

25Yχ  軍襦色 枯土賃ンルヽな物は出土していない

7,VR%鶴 色 臆■社を多(演化物Iす少■合む 5CVχ  オ〕―プ辰色 蔭Iと鉄と演 (?)を持状に含む

19Y R% 縄色 枯■質シ 少量の焼上位を合む N%   暗灰色 枯■賃アルト 快化飲と演 (?)を常状に合b

1]YR% 偶3 格土質, 砂を合t 766Yχ 暗線灰色 枯■質ンルト 夜化鉄を多4に 含む

ll Y R% 爆色 構1質 ラルト IJ 離イヒ鉄を含b 7SGγχ緑灰色 喪化飲を狂よに合む

ЮY RX 褐色

Ⅲ区土層誰記表

Ⅱ区層序註記表

10Y R/ 縄色

10V R% は編FI 枯■賃,ル ト 縮土粒 震化物を含む

iOY R% 炭死鶴e 枯土預フルト

25Yχ  黄褐色

llY Rχ  暗褐色 枯上質ンルト 廣イと効と籠■を合む

10V Rχ  暗需色

10Y Rχ  暗得色

“

土質ンルト粗砂を合む

ЮYRχ  暗襦色 格■IIフ ルト 酸化鉄 炭化物を含む

10Y R% 黄絡色 酸化鉄を合0

第 16図  Ⅱ区深掘区位置図
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Ⅵ.Ⅱ 区の調査 1.発見遺構

め

０

　

ヾ

＋
ｗｉ

} D c
6  5

Ｇ
引

�        m

解  

引

|

3卜 ■ lllm

(cm)

規 模 方 向 壁残 存 高 カ マ ド 周 濤 主 柱 床 重 複 備   考

南北軸 (423)

東西軸 (427)

面 積

南 北 軸

N-2-W
東 西 軸

N-82-E

東 21
西 ―
南 ―
】ヒ 27

位 置 北壁中央付近

燃焼部  (縦 96)× (横 90)

煙 道 156× 30

な し

不 明

Sll
本
SD89 SBl

床 面 標 高

1080m

暫 No 土   色 土  質 他 土   色 上  質

1 10Y R% 黒褐色 ンルト質粘土 黒褐色焼上の大ブロックを多く合む 10Y R%黒褐色 ルト質粘土 赤褐色焼土 炭化物 を少量合む
2 10Y R% 疇 藉 粘土質ンルト 炭 焼土 灰自上を含む 7 5YR%褐 色 灰  焼 土 焼土は大形のブロ ック
3 10Y R% 黒褐色 粘土質シルト 炭 焼土を少量含む 7 5YR/黒  色 ルト質粘土 焼!齢立少量、灰 炭化物を多ユに合む
4 10Y R% 黒褐色 ルト質粘土 赤褐色 暗褐色 焼上 を含む 10Y R%黒褐色 枯土質 ンルト 焼土 灰 炭化物 を多量に合も
5 10Y R% 黒栂色 ンルト質粘土 黒褐色焼■の小プロノクを多く合む 10Y R%黒 色 粘土質ンルト 灰 炭化物 を多量に含む
6 10Y R% 射許島色 粘土質シルト 10Y R% 黒褐色 粘土質 ンルト
7 10Y R% 黒褐色 ンルト質粘上 黒掘色焼土を多く含む 10Y R% 黒褐色 粘土質シルト マンガン粒 を含む
8 10Y R% 暗褐色 シルト質粘土 loY R% 黒褐色 粘土質シルト 掲色上 を含む
9 10Y R% 黒褐色 ンルト質粘土 焼土 炭 を多量に合む 10Y R% 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒を含む
75YR%黒褐色 ンルト質粘土 暗褐色～黒縄色焼土粒を多量に合む 10Y R% 暗褐色 格土質シルト 焼土 炭化物 を少量含む

第 17図  1号住居跡実沢」図



(1)竪穴住居跡

新しい方のカマ ドは、北壁と東壁との接点より240cmの所に中軸を置いて施設されている。

カマ ド本体はほとんど残存せず、壁際に袖の一部が残るだけである。残存部の幅は約 90cmで、

煙道との接点から焼面の南端部までは約 96cmを 計る。煙道は幅が30omで、接続部からの長さ

は 156cmを 計る。煙道の底面は北側が低くなり、端部はピット状に深くなっている。

古い方のカマドは、焼面と煙道の一部が残っている。焼面の中心は、北壁より約 340cm離れ、

東壁より75 cmの ところにある。東壁より焼面の西端までは lo2cmを 計る。煙道は東壁から40 cm

のところから156cmの ところまで、長さ116cm・ 幅 32 cmの溝状に検出された。古い方の煙道の

底面も外方 (東側)が低くなっている。

〔その他の施設〕 床面では2基の土壌と2個のピットが検出された。
1号土羨は、床面で検出され、 2号土羨・旧カマ ド焼面及び東壁の一部を切っている。長軸

87cm・ 短軸 46cmを 計り、平面形は隅丸長方形を呈す。深さは 12 cmを 計り、断面形は舟底形

を呈する。

2号土羨は北辺と南辺をそれぞれ 1号掘立柱建物跡 P4・ 1号土壌に切られているが、隅九

長方形を呈するものと考えられる。長軸は 190cm・ 短軸 ■2cm・ 深さ35cmを 計る。底面は 2

段となり】ヒ側が一段低くなっている。

2個 ピットのうち、ピットとは旧カマドの前方やや左寄りに位置するが、このピット内には、

カマ ド内から掻出したような焼土と灰が堆積していた。

第4表 SI-1出土遺物集計表

〔出土遺物〕 出土遺物は 2・ 3層 中より437点 、床面・カマド内その他より53点 の計490点
と、多数の遺物が出土したが、実測可能なものは須恵器郭 4点・土師器郭 6点・土師器甕 5点・

須恵器甑 1点の計 16点である。須恵器郭は、床面出土品も3層出土品も、日径に比して底径が

大きく、器高が小さいもので、底面は切り離し技法のわかるもの (第 18図 No。 1)は回転ヘラ
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Ⅵ.Ⅱ 区の調査 1.発見遺構

＼

三́二妙
r

0               10Ch

遺物
種 別 器形 層 位

面 調 整 内 面 調 整 法  量
残 /J 分類 登餌前 . 写真図版

日縁 部 体  部 底  部 口縁 部 体  部 底  部 器高 口径 底径

】 須恵器 郭 2層 ロクロ ロクロ
m艦ヘラ切リ

% E-29 35-436-2回賑やヽラケズリ

2 須恵器 邪 2層 ロクロ
E転ヘラ切リ

159 / E-30 35--3
E障″ヽラケズ1,

3 須恵器 郭 2層
不  明

/ E-28
噸 ヘラケズリ

4 須恵器 17N 床直
不  明

% E-31
降 ラケズリ

5 土師器 雰 2層 ヨコナデ 不  明 不  明 不  明 不  明 (7111 / C-15

6 土師器 郭 2層 ヨコナデ ケズリ ケズリ
ヨヨナデ ヘラミガキ ヘラミガキ 必 C-16 37-2
が キ

7 土師器 堺 SK-2 不  明 不  明 不  明 ヘラミガキ 不  明 不  明 163 % C-20

8 土師器 郭 床直 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ おヽラ ガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 73 % C-17

9 土師署 郭 床直 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 75 完形 C-18 37-4
土師器 郭 カマド内 不  明 ケズリ ケズリ 不  明 不  明 不  明 %

20

第 18図  1号住居跡出土土器 (1)
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第 19図  1号住居跡出土土器 (2)

21--22

(1)竪穴住居跡

寸

0               111t■ n

勘
ｈ
種 別 器形 層 位

外 面 調 整 内 面 調 整 法  量
残存 分類 登釦 住 写真図版

口縁 部 体  部 底 部 口縁 部 体  部 底  部 器高 口径 底径

, 上師器 変 2層
ヨヨナデ

ヘラナデ
ヨコナデ

ヘラナデ (140) 252 / C-22
ヘラナデ ヘラナデ

2 土師器 褒 床直 ヨコナデ ヘラナデ 不 明 ヘラナデ 105) 房 C-23
3 土師器 褒 カマド内 ヘ ラ ナデ ヘフナデ 不 明 不  明 不 明 (55) % C-24

4 上師番 褒 カマド内 ケズリ 木葉 痕 ヘフナデ ヘラナデ (29)
部

形

底

完
C-25

5 土師 器 褒 2層 ヨコナデ ケズリ ョコナデ ヘラナデ (147) / C-21 37-7

6 須恵番 観 カマド内

ロタロ 回転ヘラケズリ
ロクロ / E-23 36-1波状沈線

一部ケズリ
一部ヘラナデ



(2)掘立柱建物跡

切りによる。切り離し後は底面と体部下端は回転ヘラケズリ調整されている。土師器はlTh・ 甕

ともロクロは使用されていない。郭は、九底または丸底風平底のもので、底部と口縁部の境に

沈線状の段を有し、口縁が内弯するもの (第 18図 No.7)と 、底部から口縁部まで内弯 して立

つもの (第 18図 No.6・ 8・ 9・ 10)と 、底部から口縁部まで外傾して立つものがある。土師

器甕は体部上半 4点 と底部片 1点がある。体部上半は体部と口縁部の接続部はほとんどくびれ

ず、口縁部は幅が広く強く外に折れるもの (第 19図 hlo。 1・ 3)と 口縁幅が狭く軽く外反する

ものとがある。口縁部は内外面ともヨコナデ調整され、体部内面はヘラナデ調整されるものが

全てであるが、体部外面はヘラナデによるもの (第 19図 No.1・ 2・ 3)と 、ヘラケズリによる

もの (第 19図 No.5)がある。須恵器の甑は孔部のすばまる円筒形を呈し、孔部は単孔となっ

ている。孔部の内面に孔端部より2 cm程上に幅 1.5 cm・ 厚さ l cm・ 長さ約 3cmの断面四角形の

棒状の突起が付されている。突起は 3本か 4本 と考えられるが、明らかでない。体部外面には、

中央よりやや上に2条 (条間約 1.5cm)の 沈線が巡ぐり、沈線の上には把手を付けたと考えら

れる崇U離痕がある。沈線の上部と下部にはそれぞれ 3段、計 6段のユ球 沈線文が巡 ぐらされて

いる。なお、この瓢はカマ ド煙道端部埋土出土片と、住居跡埋± 3層出土片等が接合したもの

であり、住居跡と直接関係のあるものとは考えられない。

(2)掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡 (SB l)

Ⅱ区の西端及びその拡張区のV層上面で検出された。東列と南列の一部だけの検出であるが、

東西棟建物跡と考えられる。東西桁行 1間 (275cm)、 梁行 3間 (北より 180+170+175cm)、

桁行総長 275cm以上、梁行総長 525cmを 計る。建物の方向は N-8° 30生wでぁる。柱穴掘り

方は隅丸の方形または長方形で長軸が 110cm～ 160cm・ 短軸 70～ 85cmを 計る。確認面の最も高

い東列 1南 1の上面を基準とした深さは 68～ 95cmま である。ただし東列 1南 1(ピット4)

については掘り方底面より30 cmま では柱を入れる以前に叩き締めながら埋めているので、柱の

底面までの深さは 55cmと なっている。柱痕跡は平均直径 19 cm程である。柱穴掘り方埋土は褐

色から黒褐色を主体としたシルトまたは粘土質シルト層からなる。 1号住居跡を切っている。

出土遺物には掘り方中より出土した 106点の土器の破片がある。縄文土器片・土師器片・須

恵器片があるが、図化できたのは、土師器郭 2点 と、須恵器の短頸この口縁部片 1点である。

土師器界は、ロクロを使用していない丸底風平底のもので、底部から口縁部まで外傾して立ち

上がる。実測した実物のうち、(第 22図 No。 1・ 3)については、 1号住居跡内の追物を反映し

ている可能性がある。出土遺物には図化したもの以外にロクロを使用した土師器の邪及び甕が

あり、この遺構の年代については、このロクロ土師器の年代をもって考えるべきである。
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Ⅵ.Ⅱ 区の調査 1.発見遺構

< 第 20図  1号掘立柱建物跡実測図

Pl

そ     の     lL

とOY R%熙褐也 賄上質フ 籠「  震化物を歩Iよ金む

10Y R/灰 Attζ

P2

色

5YX  灰ヒ 籠上を少電含t

焼L 炭化41を 少IR台む

焼 i l・化物を少もt令 む

10Y R%に うぐい貴檜也 砂とヽ 1・かに含む

P3

|   し そ     の     他

10V R%!I栂 也

loY R/1Lι 決を多く合t

loY R χ Jと樹色

1  也

IH也「 焼「を合む

欄也「 を班】入に金と

兆
`梱
と 縛と 及ヽ耗

'を

令む 強く引)き 絡められ(

1号掘立柱建物跡柱穴断面図第 21図

1

遺 物 層 位
残 存 写真図版

土師 器 不  明 |ケ ズ リ

察恵 器 益 ロクロナデ
|

(27) 囃／
土 師 器 ト ヨ E7ナ デ 1不   明

堵

第 22図  1号掘立柱建物跡出土土器



(2)掘立柱建物跡

第 5表 SB-1出 土遣物集計表

種    別 土 器

器    種 イ (ロ タロ 獲  (非 ロ クロ ) 甕 (ロ クロ) 蓋 褒

段 計

部    位 「1縁 II 底 を
`

,1縁 I 体   部 底 出

`

体 部 口縁郎一体部

外 面 調 整 ん底 木策嶺

出

し

地

破片放

実測散

il

2号掘立柱建物跡 (sB 2)

Ⅱ区中央部南壁寄りのⅦ層上面で検出されたが、柱穴の深さ及び検出時の状況により判断す

るとV層上面から掘り込まれた可能性が強い。この建物の主体は調査区の南側にあり、調査区

内からは北列が検出されただけである。これが桁行か梁行かは不明である (梁行の可能性が強

い)が、東西 2間 (西より 190+195 cm)。 総長 385cmを 計る。建物の方向は N-119-Wで あ

る。柱穴掘 り方はほぼ円形で直径 40 cm前後 。深さ 20～ 30cm、 柱痕跡は直径 15cm程である。

掘 り方埋土は、黒褐色から灰黄褐色の粘土質シル トからなる。

出土遺物には、縄文土器片

2点・土師器片13点、計15点

がある。土師器片のうちには

ロクロを使用した甕の体部片

があり、このことからも、こ

の建物跡は、ロクロ使用土師

器を出土する以前の 1号住居

跡の検出面であるV層 より下

のⅥ層が掘 り込み面とは考え

第 6表 SB-2出土遺物集計表
層 Ne 土   色 土  質 そ  の  他
Pl-1 10Y R%黒掘色 粘土質シルト 焼土 砂を含む
2 10Y R%灰 黄褐色 粘上質ンルト 炭化物 焼上 を多く合む
3 25Y% 暗オリーブ褐色 粘土質ンルト 焼土を少量含む
4 26Y% 暗オリーブ褐色 粘上質シルト
5 25Y% 暗オリーブ褐色 粘土質ンルト
P2-1 10Y R%黒褐色 粘土質シルト 炭化物 焼土 砂を少量含む
2 10Y R%灰黄縄色 粘土質ンルト 炭化物 焼土を多く合む
3 10Y R%暗掘色 粘土質シルト

P3-1 loY R%黒褐色 祐土質ンルト

2 10Y R%灰黄褐色 粘土質シルト 炭化物 焼上 を多く含む

第 23図  2号堀立桂建物跡実測図

種   汚I 土 器

器  種 17N(非ロクロ) 甕 (非 ロクロ) 蓑 (ロ 口)

無  段 計

部  位 口縁部一体部 口縁J 体 部 体  部

外面調整 ナデ

巽

普

層

床 面 破片致 2 2

Pit] 破片数 3 2 2

P■ 21破片教 1 1 3 1 6

計 2 1 2 15

られない。したがって、 2号掘立柱建物跡の掘り込み面はV層 より上の層であり、その年代に

ついては、ロクロ土師器出現以降の年代と考えられる。

中甥
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Ⅵ.Ⅲ 区の調査  1.発見遺構

3号掘立走建物跡

調査区西寄りのⅧ層上面で検出された。北側が調査区外にのびるため南北の間数及び、東西

棟か南北棟かは不明である。南列の中央に柱穴は検出されない。東西 1間で間尺は440cmを計

る。南北は 1問以上 (180cm)である。建物の方向は N-6° 30生wでぁる。柱穴掘り方は一律

ではないが、楕円形から長方形を呈し、長軸 115～ 130Cm・ 短軸 45～ 90 Cmを計る。柱痕跡は抜

き取りによって不明確になっているが、抜き取り穴の下部は直径 25～30 Cmの落ち込みとなって

いる。柱穴掘り方埋土は褐色の粘土質シルトを主体としている。 7号濤に切られている。出土

遺物は、P4よ り木片が 1点出土しただけである。

第 24図  3号掘立柱建物跡平面図

Pl           P2 P4
N■ 10。 70m卜 sN引 10,70m 鴎

　
イ３
い

N引 10.70m 卜 S

D                2m

第 25図  3号掘立柱建物跡柱穴土層断面図

(3)上 壊

1号土娠

長軸 230cm。 短軸 155Cm。 深さ 17cmを 計る不整形の土渡で、V層上面で検出された。底面に

は緩い起伏があり、壁面は大小の凹凸がある。堆積土は 3層 からなるが、このうち第 2層 には

灰白色の火山灰からなる。

出土遺物には土師器と須恵器の細片が 65点 と、土錘が 1点ある。土師器片にはロクロを使用

した土師器片が含まれている。

2号土渡

長軸 155cm。 短軸 140cm・ 深さ20 cmを 計る不定形の土渡で、V層上面で検出された。断面形

P3

影
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(3)土

+黎
E26 NWlll.20m

l

0           1m

一

▲ 第27図  2号土媛実測図

< 第26図  1号土境実浪」図

0           1m

-

第 7表  1号土境出土遺物集計表

第 8表  2号土境出土遺物集計表

土  色 土  蜜 そ    の   イ也
1 10Y R身

`口
浄嗣色 炭 化 物 ・ 焼 土 を少 量 含 む

2 10Y R%暗褐色 炭 化 物・焼 土・褐 色 上 を含 む

3 10Y R/暗褐色 瞬 土 を合 む

4 10Y R%暗 褐 色
5 黒    色 炭    化   1勿 炭 の 糸屯層
6 25Y/ 黄褐 色 粘 土 質 シル ト 炭 化 物  焼 上 粒 を含 む

Ｚ
雲

Ｔ

Ｅ

さ

３

　

博
　

］

上

∽
コ

sw卜 ■ 20m

説+
NE
3 引

Sl→ 一

rE

Ⅲ
0           5          2n

第 28図  3号土渡実測図

は、浅いU字状を呈す。底面はほぼ平坦で壁は緩やかに立つ。底面の北東寄りには直径 30 cm・

深さ10cmの ピットがある。堆積土は 1層 で、暗褐色のシルト層からなる。

出土遺物には、縄文土器 。土師器・須恵器の破片が合計 15点 ある。土師器片のなかにはロク

ロを使用したヌの破片が含まれている。

3号土娠

長軸 175 cm。 短軸 110cm・ 深さ40cmを 計る楕円形の土渡で、V層上面はほぼ平坦で、壁面は

土  色 土 質 そ   の   他
1 10Y R%暗褐色 ,レ ト

層 Nα 土   色 土  質 そ の 他

1 loY R% 褐色 ル  ト マンガン粒・灰自色大山灰 を少量含む

2 75YR%灰自色 人  山  灰
3 loY R/ 暗褐色 粘土質シルト

種   別 土 師 器 須 志 器 土製品

器   種 郎 (非 ロクロ) 郭 (ロ クロ) 甕  (非 ロクロ) 甕 (ロ クロ) 郭 甕 上錘

無  段 ほ都切離し調整 底部切離し調整

部  位 口縁部～体部 日縁部～体部 ヘラ切 リ 体   部 体 部 日縁部～体日 ヘラ切リ 口翻 体  部

外面調整 ヨコナデ ミガキ 銀
ト

ケズリ ナデ 不明 ロクロ 回転ヘラケズリ 無 文 タタキメ

1実測数 1 1

21破片数 3 1 l 6 9 6 8 5 1 1 2 4

計 2 8 6 7 1

種  別 土 師 器 須  恵  器 縄文

器  種 郭 (非 ロクロ) 邸 (ロ クロ) 甕('Fロ クロ) 郭 甕

無  段 討

部  位 口縁部 ～体部 ヘラ切 り 体  部 口縁部一体部 日縁部

外面調整 ヨコナデ ミガキ 不  明 ケズリ ナデ 不 明

6 1 1 1 l 3 1 1 l

計 7 1 4 1 1 l
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Ⅵ.Ⅱ 区の調査 1.発見遺構

直立に近く、北壁はオーバーハングしている。堆積土は 6層 に細分されるが、このうち第 5層

は炭化物層である。堆積土中には焼土を含むが、壁面・底面とも焼けた形跡はない。

出土遺物はない。

(4)溝 跡

1号溝跡 (欠番)

2号溝跡

V層上面で検出された。調査区中央西寄りを南北に横断する。上面幅は南側で 110cm、 北側

で 120cm、 底面幅は35cm前後、深さ50cmを 計る。断面形は舟底形から逆台形を呈す。底面に

傾斜は認められない。方向は N-1°一Wを指す。堆積土は暗灰黄色砂質シルト1層 からなる。

5。 6・ 7号濤を切っている。島土遺物は、縄文土器の細片が2点あるだけである。

E12

Sl+
IE15

S4+     SI
E3

E卜 11.40m

第29図 2・ 5,6・ 7号溝跡平面図

引W

層 Ne 土  色 土 質 そ の  他

1 25Y%賠灰黄色 粘土賓シルト 灰色粘土及υ競とを合む

第9表 SD-2出 土遺物
集計表

ね三    男」 縄 文

器   種

計

部   位

外面調整

破 片 数 2

計 2

3号溝跡

Ⅶ層上面で検出された。調査区の東部に位置し、調査区を斜めに横断する。南端は4号濤によっ

て切られている。幅は耳ヒ側ほど広 く上面で50cm、 底面で40cmを 計るが、南側は上面幅20cm、 底面幅

10cmと なっている。断面形は浅い逆台形を呈し、深さは北部で15cm、 南部で 5 cmを 計るが底面に

傾斜は認められない。濤の方向は N-30°一Wを 指す。堆積土は暗褐色砂質シルト1層 からなる。

出土遺物 には、縄文土器と土師器の破片が計 9点ある。土師器片にはロクロを使用した土師

器片が含まれている。
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第31図  3・ 4号溝跡断面図

第10表 SD-3出土遺物集計表

4号溝跡

Ⅷ層上面で 3号濤の東側に検出さ

れた。上面幅60cm,底面幅15～ 30cm,

深さ60cmを 計る。断面形は整った逆

台形を呈す。底面は北側が数cm低 く

なっている。濤の方向はN-29生 E

を指す。堆積土は 5層 に細分される

が,上部 3層 は砂質シル ト,下部は

粗砂となっている。 3号濤を切って

いる。

第32図  3・ 4号溝跡平面図 >

5号溝跡

Ⅵ層上面で検出された。調査区の西半をやや

蛇行しながら縦断する。東西両端は調査区内で

浅くなり消えている。中央部では上面幅65cm,

底面幅40cm,深 さ10cmを 計る。底面は西側が数

cm低 くなっている。濤の方向はN-82生wを指

僻)溝  跡

第11表 SD-4出 土遺物集計表

第12表 SD-5出 土遺物集計表

疱電    房U 土 器 買思 益 縄 文

器   種 イ (非 ロ クロ ) 獲 (非 ロ クロ ) 甕

計

=5   
位 口縁部一体部 体   部 本  部

外 ral調 整 ガ キ ケズ リ 不明 タタキロ
破 片 数 3 1 2

1 4

す。堆積土は暗褐色粘土質シルト1層 からなる。 2号濤に切られ, 6, 7号溝を切っている。

出土遺物には,縄文土器,土師器,須恵器の破片が計 8点ある。土師器片に▼クロの使用さ

Nα     No ■ 色 上  質 そ   の   他
3号-1 10Y眩  暗髄 破資シル ト 黄灰色粘土ブロック及び砂を含む

4号-1 25Y% ォリーブー褐色 砂質シルト 褐灰色上を含む。
2 10YR% 暗偶色 砂質ンルト 褐灰色粘土を含む

2 10YR% 賭瑠隆 砂質ンルト

5Y% 灰オリーフー色 粗   砂 酸化鉄を多く含む
3 5Y% 灰オリーフー色 粗    砂

疱圭     好」 土 師 器 縄 更

器   種 警 (,Fロ クロ ) 餐 (ロ クロ)

十

部   位 1本 部 底 部 口縁言| 体  部
外 面 調 整 不 明 不 明 ロクロ ロ ク E

曙 11破 片数 1 l 7

2 破 片数 ユ 1

位 3 破 片数 l 1

2 1 9
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Ⅶ.Ⅱ 区の調査  1.発 見遺構

れているものはない。

6号溝跡

Ⅵ層上面で 2号濤の西側に検出された。調査

区を南北に横断する。上面幅120cm,底 面幅60cm,

深さ30cmを 計る。断面形は逆台形を呈す。底面

はほぼ平坦となっている。濤の方向はN-1° 一

Eを指す。堆積土は 3層 に分けられ,黒褐色か

ら灰黄褐色の粘土質シル トからなる。 2, 5号

濤に切 られ, 7号濤を切っている。出土遺物は

ない。

0                 1m

層 No 上 色 上  質 そ の 他
l 10Y R% 黒偶色 七土質シルト 黄掲色粘上を期 大に合む

2 15Y% 嘲天難 右土質シルト炭化物 焼土を合む

3 ЮVR% 灰黄褐色 も土質シルト砂
"可

物を少帥

第33図 6号溝跡断面図

+S6

7号溝跡

Ⅷ層上面で検出された。調査区西部を北東から南西に斜めに横断する。ゴヒ東端は, 2, 6号

濤によって切られている。上面幅45cm,底面幅20～30cm,深 さ40cmを 計る。断面形は整った逆

台形を呈する。底面は】ヒ東側が数Cm低 くなっている。堆積土は 5層 に細分され,最下層は4号

濤と同様に砂層となっている。方向はN-60生 Eを指す。 5号濤, 3号土竣, 3号掘立柱建物

跡に切られる。出土遺物はない。

005h
8号溝跡

拡張部の 5層上面で検出された。西端

は拡張部西壁付近で立ち上がる。上面幅

55cm,底面幅40om,深 さ10cmを 計る。断

面形はU字形を呈す。底面は東側か数Cm

低くなっている。方向はN-88生wを指

す。 9号濤, 1号住居跡を切っている。

出土遺物には土師器片と須恵器片が各

1点ある。土師器片はロクロによる調整

痕が認められる。

層 No 上   色 上   質 そ の 他
ユ loY R%賊 砂質ンルト 灰色粘土黄灰色土を含む

2 10Y R% 灰黄掲色 粘土質シルト 灰色格土を期大に合む

3 2「DY% 灰A●_ 細砂

4 10Y R% 黒掘色 粘土質シル ト 酸化鉄を含む

5 25Y/ 灰色 細砂 黒褐色土を斑状に合む

＝

、

＝

＝

＝

＝

＝

＝

El

O二 L二十T 2m
S11

E3

+S9
E3

Ｅ５＋

層Nα l 上  色 上   質 そ  の  他
l loY R%誕 粘土質ンルト 炭 赤褐色焼上を合む 8号満理土

2 10Y R% 髄 粘土質シルト 黄灰色粘上を含む   9号 活埋壁

30

第35図  8・ 9号溝跡実測図



僻)濤

第14表 SD-9出 土遺物集計表

(5)性格不明遺構

第 13表 SD-8出 土遺物集計表

種   別 土   師   晋 須   恵   器 縄文

器   種 駅
',ク

ロス〕 蚕 (非 ロ ク ロ ) 甕 (ロ クロ ) ネ 高台付第 甕

部   位
口縁 部
一 体 部 体   部 底部 体   部 ヨ縁割

一体部
日縁部 ■ 部 底部

タト面調整 ヨヨナデ ケズリ 不明 不明 ケズリ 照 文

破 片 数 7 2 7 7 1 1 1 1 1 1 2 1 I

実 測 数 I ユ

7 17 2 1 1 4 1

9号溝跡

拡張部のV層上面で, 8号濤の南側に同濤に切られて検出された。西端も8号溝の切れる所

のやや手前で 8号濤と同様に立ち上がる。上面幅45cm,底面幅30om,深 さ10cmを 計る。断面形

はU字形を呈す。底面に傾きは認められない。方向はN

-84輩 Wを指す。 1号住居跡を切る。

出土遺物には,縄支土器,土師器,須恵器片,計33点

がある。このうち実測できたのは高台付邦と考えられる

須恵器片が 1点だけである。(第 36図 )土師器片にはロク

ロ調整痕のあるものが含まれている。

｀
   1   /

0               1肺

第36図 Ⅱ区 9号溝跡出上生器

種  屠1 土 師 器 須恵器

器  種 獲(ロ タロ) イ

計

部  位 体  部 嘲細舛面調整

破 片 薮 1 1 2

1 1 2

遺 物

随
種 別 器  形 層位

外 血 調 整 内 面 調 整 法    握
残 存 分 類 登録血 写真図版口縁部 体  部 底  部 体  部 底  部 番  高 口 径 底径

l 須恵器 高台付イ 1層 ロクロ 142) 127 打部% E-33

(5)性格不明遺構

1号性格不明遺構

Ⅱ区の中央部の 6層上面で検出された。北辺及び東西両辺の北端部は調査区外へのびる。平

面形は方形を呈し,竪穴住居跡に類似したプランとなっているが,カ マ ド,柱穴,及び床面の

汚れ等住居跡と認定できるものがない竪穴状の遺構である。底面はほぼ平坦で,壁面は西辺が

直立するほかは,南側と西側は緩く立ち上がる。確認面からの深さは10～ 20cmを計る。底面の

中央付近には直径約90Cmの逆円錐形の土竣がある。その他底面には 2個のピットが検出されて

ヤゝる。

第15表 SX-1出上遺物集計表
種  据1 土 師 贋 思 器 縄攻

器   種 イ (〕 |ロ クロ) 獲 (非ロクロ) メ 台付不 蓋 覆 異形土番

無    段 底部切離 t 計

部   位 口 縁 部 一体 部 口瑯 体     部 底   部 ヘ ラ 切 り 日潮 体  部
外面調整 ヨコナデ ケズリ ナデ 木棄痕 回熊＼ラケズリ 猟 支

〕
朝キ敷 2 2 10 33 63 65 I 1 4 1 J 1 1 2

剣 敷 I 1 1 2 1 1 7

2 朗中敷 I t4 17

位 3 破片鼓 1
I

6 141  3 1 3 252

3ユ



Ⅵ Ⅱの調査 1.発見追構

__↓生__」____ぜ______L生 ____登二_____■ ____v__
I・ Ⅱ

A―-11.Ollm
一
A′V

＋
Ｅ‐４
0               セ

第37図

1号性格不明遺構実測図

Ｂ
ト

Ｂ

引 M+

層No 上     色 上    質 そ   の   他
盛上及び表土

Ⅲ 25YR%黄灰色 ンルト 炭化物を多く含む(水田床■)

IW 75YR%掲色 ンルト 酸化鉄を多量に含t・遺物を含む

ЮYR%灰黄福色 シ,レ ト 炭化物 焼止を含む遺物を多く合む
10Y R%睡 絶土質ンルト 灰色の粘土を帯状に含む遺物を合む

loY R% にぶい衰福色 粘土質シルト 灰色の粘上を含tJ・遺物を含む

25Y χ 黒褐色 粘土質ンルト 酸化鉄を含む遺物は出上していなt

髄 粘土質シルト 遺物は出上していを,

1 loY R% 黒褐色 ンルト 灰色粘土を含む

10Y R%黒褐色 ンルト 白色細砂を含む

loY R% 賠偶色 ンルト

10Y R% 灰黄掲色 粘土質シルト 零福色上を斑状に含む

出土遺物は 1～ 3層中に縄文土器,土師器,須恵器の破片が252点 出土した。実測できたも

のには,須恵器蓋 2点,年 1点,甕 1点,異形土器 1点,土師器郷 1点 ,甕 1点の計 7点があ

る。(第 38図 )No lの 蓋は断面が三角形のリング状のつまみを有するもので,端部は短かく下方

に折れる。外面の天丼部は回転ヘラケズリ調整されている。No 3の 郷は口径に比して底径が大

きく,底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリ調整され,底都 との境は不明瞭となって

いる。No.4は小形の甕で,外面は平行叩キ後,上部ロクロ調整され,内面はロクロ調整後下
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(5)1号性格不明遺構

0               10on

第38図  1,I生格不明遺構出土土器

部がヘラナデ調整されている。No 5は高さ7.4cm,直径17.6cmを 計る日縁の内傾する土器で,体

部には縦約 4 cm,横約 5 cmの方形の透孔を有する土器である。日縁端部は平 らで,やや内傾 し

ている。底部には体部からそのままのびた台が付 く。底部はほとんど欠損 しているため,こ れ

があったのか,孔が穿たれていたかは不明である。No 6は甕の体部下半の破片で,外面はハケ

勘
配
種別 器形 層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法    握
残  々 分類 登録No 写真図版

日縁部 体  部 底  部 日緑部 体  部 底  部 吾 高 口 径 底 径
1 買恵書

蓋 1層
天  丼 つ まみ 天   キ つ まみ

25
つまみ須

% E-3r。 35-9

2
天  丼 天  丼

44 % E-36

3 郷
回転ヘラ

4 6 76 完  形 E-34 35-一 ユ
回転ヘラ

4 妻
平行タタキ

不  明
上端ロクロ

不  明 (122)
体部径 体部下端

E
下端ヘラナラ %

5 異 形
ロクロナデ

ー部ケズリ
不  明 ロクロナデ 不  明 74 E-38 35--11

6 ヒ卸警 獲
ハ ケ メ

ケ ズ リ
ヘラナデ 74 % C-27

7 j14 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ % C-26
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Ⅵ,Iのの調査  2.遺 構以外のⅡ区出土土器

メ調整,内面はハケメ状工具によるヘラナデ調整されている。No 7は九底風平底のロクロを使

用しない邪で,底部から内弯ぎみに立ち上がる。内外面ともヘラミガキ調整される。

2.遺構以外のⅡ区出土土器

本調査区においては,表土からⅦ層に至るまで,多 くの追物が出土している。縄文土器片を

除く土師器,須恵器片で実測できたのは以下の通りである。

(1)表土出土土器

須恵器郷 1点,土師器甕 1点が出土している。須恵器 ITNは回転ヘラ切り後ナデ状の調整がさ

れる。底径が比較的小さな破片である。底面に左半部を欠損するが「冨」と読めるヘラ抽き文

字がある。(第 39図No l),土師器甕は口縁部ヨコナデ,体部外面ナデ,内面ヘラナデにより調整

され,日縁部は軽く外反する。(第39図No 3)

第39図  Ⅱ区表土・ Ⅱ層出土土器

(2)Ⅱ 層出土土器

須恵器甕片 1点がある。肩部から口縁にかけての破片で,日縁部は一度外反した後内弯ぎみ

に立ち上がり,日唇部は平坦になっている。外面の日唇直下には山形の突帯が巡っている。

(3)V層出土土器

須恵器好4点,甕類 5点,土師器好5点が実浪1で きた。(第 40図 )

遺物

No
種別 吾形 層位

外 面 調 整 内 向 調 整 法    量
残  存 分類 登録No 写真図版

口潮 体  部 底  部 口翻 体  部 底  部 器 高 口 径 底 径

須恵器 イ 表採
回転ヘラ切 123) (23) / E-3 36-3
不  明

2 要 I区い
くびれ部

67) 22 6
口 縁
%

E-4 35-6
ヨコナデ

3 L師器 表釈 ヨコナデ ナ  デ ヨコナテ ヘラナデ 64) 128 口 緑 % C-5
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1111:ぶ二.4
0              10cn

fゝ報争
:2

―

―

―

と こ 十
一
望

種別 器 形 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量

残 存 分類 登録No 写真図版
口縁 部 体  部 底  部 日縁部 体  部 底  部 器 高 日径 底径

1 イ 5層
上部ロクロ 回転ハラ切

131 % E-5 35-2
回転ヘ

2
上部ロクロ

ヘラケズリ

静止糸切
/ E-7

手持ヘラ

3 回転rヽ ラ切
底 部

/
E-6

嘉台付舅
静止糸

% E-8
回転ヘラ

5 高付獲
回転ヘラ切 底 部

完 形
E― B

回転ヘラケ

6
ロクロ

平行タタキ
ナ   デ 132)

台のみ

完 形
E-12

憂
口縁

X
E-9

8 E-10

9 E-11

上師召 拓 釘コナデ ケ ズ リ ケズ リ ヘラミガキ ガキ ヘ ラ % C-6 37-1
ヨコナデ ナデケズリ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ (4 0, / C-7

12 ケ ズ リ ケ ズ リ ヘブミカキ ヘラミガキ ヘラミガキ 137) 172 C-3
ヨコナデ ケ ズ リ ケ ズ リ ヘラミオキ ヘ ラ ガキ ヘ ラ 03) 197 C-9

14 ヘラミオキ ケ ズ リ ケ ズ リ ヘラミガキ か辛 ヘラミガキ C-10 37-3

第40図 Ⅱ区 V層出土土器
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Ⅵ・Ⅱ区の調査  2.遺 構以外のⅡ区出土土器

No lは 口径に比して底径の大きな野で,底面から体部下端にかけて回転ヘラケズリ調整され

ている。底部と体部の境は不明瞭である。

No 2は,静止糸切り後底部縁辺から体部下端にかけて手持ちヘラケズリ調整されている。

No 3は ,回転ヘラ切り無調整の底部片である。底部と体部の境は九くなっている。

No 4は ,高台付郷の底部片で,底部は静止糸切り後回転ヘラケズリ調整されている。

No 5, 6は ,甕または壷の高台付底部片で,No 5は内外ともロクロ調整され,No 6は平行叩

き痕の底部にリング状の台を付けている。

No 7, 8は ,甕または鉢の口縁部片の断面で,内外面ともロクロ調整される。

No 9～ 14の土師器郷はいずれもロクロを使用しないもので,No 9～ 13は九底で,底部と口縁

部の境にわずかな段を有し,日縁が内弯する。調整は外面口縁部ヨコナデ,底部ヘラケズリ,

内面ヘラミガキされる。No14は九底の底部から内弯ぎみに立つもので,内外面ともヘラミガキ

調整されている。No12は再酸化されて内面の黒色処理が失われている。

上
il十
・

0               1嚇

遺物
種別 番形 層 位

外 面 調 整 内 向 調 整 法   量
残 存 分 類 登録No 写真図版

口縁部 体  部 底  部 口縁部 体  部 底  部 器 高 口径 底径

1 須恵器 妻 5-6層 61) 238 % E-16

2 ロクロ 154) 閉 2 % E-17

3 (26) 26 4 % E-23

ロクロ

ヤキメ
に2) % E-18

5 メ
回転糸切

手持ヘラ
(1 9) / E-19

6 不  明 35 (70) % E-15

第41図 Ⅱ区V～Ⅵ層出土土器
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(3)V層出土土器 (4)V～ Ⅵ層出土土器 (5)Ⅵ 層出土土器

(4)V～Ⅵ層出土土器

これは,取 り上げ時に混乱があり,V層 中のものかⅥ層中のものか不明のもので,甕の口縁

部片 4点,郷の破片 2点が実測できた。

No l～ 4の甕はいずれもロクロ調整されるもので,端部はわずかに】巴厚し,そ れぞれ個性的

な形態となっている。

No 5は,静止糸切り後底部周縁及び体部下端が回転ヘラケズリ調整される。

No 6は,底部の切 り離 し技法は不明で,ナデ状の調整が行なわれている破片である。

T'十 IIIπ

物

α

遺

Ｎ
種別 器 形 層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法   量
残 存 分類 登録No 写真図版口緑部 体   部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部 器 高 口径 底 径

須恵器 6層 回転ベラ切 % E-20

2 蓋
天   丼 つ まみ 天  丼 つ まみ

,` E-21 35--8

3 土師器 II ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ % C― ■

須恵器 蜜
波状 文

E-22 35-7

5 一霊
顕  部 文

線

状波

沈

顕  部
(72)

顕部 最大宿
% E-26 35-10

刺 突 文

第42図 Ⅱ区Ⅵ層出土土器

(5)Ⅵ層出土土器

Ⅵ層中からの出土品では,須恵器の邪,蓋,甕,重が各 1点 と土師器の郷 1点が実涙Jで きた。

No lは ,回転糸切り無調整の舅喧部片である。底部と体部の境は明瞭となっている。

No 2は ,口径に比して深い造りの蓋で,わずかに傾斜する天丼部には内弯ぎみに下方へ折れ

る幅の広い口縁がつく。天丼の縁辺部には山形の断面形を呈する突帯が巡ぐり,つまみはリン

グ状の高いもので,上端が外方に帳り出している。
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Ⅵ,Ⅱ 区の調査  2.遺構以外のⅡ区出土土器  3.そ の他のⅡ区出土遺物

No 3は ,丸底の野で底部から口縁に至るまで内弯して立ち,日縁端部がわずかに外反する。

調整は内外面ともヘラミガキによる。

No 4は ,甕の口縁部の破片で,端部は上下に】巴厚する。口唇直下には波長の長い波状沈線文

が2段に施文されている。

N65は小形の壺で,体部には1.6～ 1.盈m間隔に3条の沈線が巡り,そ の沈線間及び上下に波

状沈線文が抽かれ,沈線の下部には 2段に波状沈線が配され,波状文は計 5段に巡っている。

また,最上部の波状沈線文の上・肩部には 1段の櫛抽き連点文が施されている。体部と頸部の

境には低い隆帯が一条巡っている。

|

＼

3

――
 キ4(′
′

:部
!

0              111n

遺物

Nα

種別 番 形 層也
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量

残 存 分類 登録No 写真図版
口緑部 体   部 底  部 日縁部 体  部 底  部 善 高 日径 底径

1 須恵署 雰 1層 回転糸切 / E-24

2
不  明 底 部

党 杉
E-25

回骸 ＼ラケ

3 土師器 褒 ヘラケズリ 不  明 卜端ヘラナデ % C-12 37-8

第43図 Ⅱ区Ⅷ層出土土器

(6)Ⅶ層出土土器

須恵器不2点,土師器甕 1点が実測できた。

No lは ,静止糸切りと考えられる好の底部片で,切 り離し後は調整を受けていない。

No 2は ,回転ヘラ切り無調整の雰底部片で,棒状のものの圧痕が付いている。

No 3は ,甕の体部下半の破片で,外面にはヘラケズリ調整,内面にはヘラナデ調整力澪忍めら

れる。底部下端は夕絆 1に張り出している。

基本層中から出土した遺物のうち実測可能な破片には以下のようなものがある。ただし,V

層上面が 1号住居跡―ロクロ使用以前の土師器出土 (国分寺下層式)―の確認面であるにもか
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(6)Ⅶ層出土土器  (1)土 錘 (2)月 形ヽ手握ね土器

かわらず、V～Ⅶ層中からも調査中に検出できなかった攪乱羨またはピットヘの混入品と考え

られるロクロ土師器 (不・甕片)が出土しているので、図示 した遺物が必ずしも基本層の年代

を反映せず、上層からの混入遺物も含まれている可能性がある。

3。 その他のⅡ区出土遺物

(1)土 錘

土錘は第44図に示した 6点のうち5点がⅡ区から出土している。遺構から出土したのは I区

1号土渡 1層 からNo 6だ けで、他はΠ区Ⅳ～Ⅵ層中より出土している。形態は中央がやや脹ら

む長さ3.4～ 4 cm、 真径 9～ 16.5cmの円径を呈するもので、大きさとしては小形のものである。

表面に特に調整痕はなく掌で粘土をまるめ、中軸に片方より孔を穿って作製したようである。

∩

Ｕ

‐
⑥

耐
Ｕ

‐
◎

∩

Ｕ

‐
◎

働
り

‐
⑥◎ 1

|

5⑥ 6

(2)小形手担ね土器

V層中より 1点だけ出土した。

している。底部は 2.5 cmを計る。

で押えた痕跡が認められる。

口縁部は欠損

内タト面とも指

o                           alan

0                 5cn

第45図 小形手狸ね土器

No 出土遺構層位 登金RNo 長  さ 直  径 孔 径 重 量 色   調 残存状況

Ⅳ層 Pl 13.5× 14 浅黄橙色 両端一部欠損
2 Ⅳ～V層 P2 14.5× 165 2～ 3 にぶい黄橙色

3 V～Ⅵ層 P4 11.5× 13 25～ 3. にない誨橙色 一端一部欠損
4 Ⅵ層 P5 11 ×11.5 2.5～3 灰白～明褐色

5 Ⅵ層 P6 9× ×10 2～ 2.| にぶい黄橙色 約 1/3欠損
6 IttS KH P7 115× 12 2～21 にぶい黄橙色

第44図 土鍾実測図

39



Ⅵ Ⅱ区の調査   3.

(3)刀 子

その他のⅡ区出土遺物 Ⅶ まとめ 1.出 土遺物の総括

調査区両端角近 くの Slと E3の

交点下の 6層中で検出された。銹化

が進み鋒は欠損している。残存長13,7

cm、 刀幅 1.7 Cm、 背幅 0,6 Cm、 茎長

7.lCmを 計 る。平背で、関には背側

にわずかな段があるが、刀側には段差が認められない。

質が残っている。

(4)陶 硯

Ⅱ層中とV層中より各 1点の破片が出土している。第

47図hHよ 円面硯の周縁部と考えられる小片で、端部の

上面にはやや内側 した小突帯が祗 っている。No 2は 硯面

の破片で全面が平滑になっている。

―
［
Ⅲ
硼

つ
＼
ヽ

（　　　　　　　　ュ
0           5 cm

…l.Ⅲ 層出±   2

第47図

V層出土 (1区 )

陶 硯

この他縄文土器片、石器も出土 しているが、これについては後述する。

Ⅶ。ま

出土遺物の総括

I区・Ⅱ区の調査において出土した遺物には、石器・縄文土器 。須恵器・土師器・土錘・刀

子・陶硯 。中世陶器 。青磁がある。これらの出土遺物については、それぞれ以下のように考察

される。

(1)石 器

I区からスクレイパー 1点、Ⅱ区V層 から、スクレイパー、二次加工がある石器、石核が各

1点、V～Ⅵ層から石錐 1点、 SD-1埋 土から不明石器が 2点、合計 7点出土 した。

石材は、頁岩、凝灰岩、メノウ等である。

めと

|

0
0                           10cm

第46図 刀 子
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(3)刀  子  14)陶  硯  (1)石  器
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番号 区 層 位 文 様 錦 4 Ⅱ 表米採 緻 帥 ) 7 8 I 5～ 6 絲 伴 ) 9 Ⅱ 5 焦文十鴻

1 I 5 絲  Otta価 ) 1 5 Ⅱ 7 6 9 Ⅱ 8 42 Ⅱ 5 不明十沈鱗 42

2 ロ 7 雌
と節+無師 2 6 Ⅱ 5 3 Ⅱ 5 無文十鴻 10 13 Ⅱ 5 13

3 Ⅱ 細 代 14 I 6 絲 側目) 4

第49図 縄文土器拓影

番 号 地 区 遺 橋 層  位 名  称 石 材 備 考 登録No 写真図版

l Ⅱ区 5～ 6 石錐 頁岩 K-5 39--6
2 Ⅱ区、SDl 埋 土 不 明 凝仄岩 鋭利な刃物をといだ K-6 39--5

ような使用痕がある K-7 39--4

すIIr  i

勇ii推
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Ⅶ まとめ 1.出土遭物の総括

(2)縄文土器

基本層位、遺構埋土から出土しているが、基本層位に限定 して述べる。 (第 16表 )

I区はV層 から16点、Ⅱ区はV～ Wll層 から 152点、合計 168点出上 した。磨滅が著しく、縄

文か撚糸か判別しがたいものが96点ある。地文は無節縄文・単節縄文・羽メ犬縄文・単節撚糸文・

網ロメ犬撚糸文 。無文があるが、単節縄文が35点 と全体の20.8%を 占める。特徴的なものは、拓

影を作成 したが (第 49図 )、 図版番号 7,8。 9は縄文後半期に帰属する可能性があるが、小破片

のため、確証はない。他に、縄文中期に属すると思われる把手がⅡ区のV層 から 1点出土して

いる。

第 16表 基本層位出土縄文土器片集計表

区 層  位 無文 不明
縄  文 羽 状 縄 文 撚   糸 沈  線

十

無 文 文

沈  線
十

不  明
把 手 合計熱 ,ロ q≧員ロ 単 節 網目 (単節 )

I V 9 l

V 1 2 2 2 1

V～Ⅵ L 1 2

Ⅵ 2 3

Ⅶ 1 1 2

小合計 l 1 5 3 2 2 1

表  採 1 3 3 2 9

合 計 2 1 5 2 2 1

(3)須恵器

多くの破片が出土 したが実測できたのは、37点である。器種としては、邪・蓋・壷 。甕・甑、

異形のものがある。

〔邦〕

郷は18点実測できたが、切り離し技法 。切り離し後の調整及び器形の特徴により、第17表の

分類基準に従って分けると、第50図 に示したような組み合わせによる分類が可能である。第50

図No16・ 17に ついては切り離し技法が不明確なので分類できない。また18は底部を欠損してい

るので分類の対象外である。

第 17表 須恵器杯の分類基準

1 切り離し技法による分類 2 切り離し後の調整による分類 3 底部と体部の接続部の形状による分類
I 回転ヘラ切り A 体部下端がら底部全面または

同縁部が回転ヘラケズリされる
a 境が不明瞭なもの

Ⅱ 静止糸切り B 手持ちヘラケズリされる b.境 が明瞭なもの

W 回転糸切り C 無調整 c 高台の付くもの

各分類の年代については、ここで行なった分類と同じ基準で分類した岡田茂弘 桑原滋郎両

氏の『多賀城周辺における古代邪形土器の変遷』(註 12)に より考えることにする。本書の 6つ

の分類は、上記論文によれば、それぞれ第18表に示したように分類され、年代が与えられてい
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(2)縄文土器、(3)須恵器

静止糸切 り  回転ヘ ラ削 り

14
回転
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第50図 須恵器琳集成図

回転ヘ ラ切 り
回転r＼ラ削り

回転ヘ ラ肖Uり

第 18表 須恵器杯分類表

本書 分類 第図Nα 登録No 出 土 地 点 多賀城分類 年 年 代  観

IAa
Ｅ

Ｅ

Ⅱ区 SXI-1層
Ⅱ区    V層

1-a
7世紀木～世紀前葉

IAb

E30

E29

E28

E31

Ⅱ区 S

I tt S

I tt S

I tt S

1-3層
1-3層
1-3層
1-床

1-b 8世紀前葉

ICb

El
E2
E20

E25

E3
E6

I区 86層一括

I区 8b層一括
Ⅱ区    Ⅵ層
Ⅱ区    Ⅶ層
Ⅱ区    表土
Ⅱ区    V層

6-b 8世紀末～ 9世紀末

ⅡAb E19 圧区  V～ Ⅵ層 3 8世紀中葉

ⅡAbc E8 Ⅱ区 V層 (8世紀中葉)

ⅡBb E7 Ⅱ区 V層 4 8世紀中葉

る。

須恵器邪の分類とその年代によると、本追跡出土の須恵器郷には、明確な回転糸切 り技法に

よるとのはなく、 7世紀末から8世紀前葉のもの 1種 2点 。8世紀中葉のもの 3種 7点、 8世

紀末から 9世紀のもの 1種 6点 が出土した。出土遺構及び基本層位との関係についてみると、

Ⅱ区V層上面で検出された 1号住居跡の床面直上及び堆積土下部より出土 した I Ab類の 4点
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Ⅶ まとめ、 1.出土遺物の総括

が基準となる。 IAb類は 8世紀中葉の年代か与えられるので、 1号住居跡も同年代のものと

考えることができる。したがって 1号住居跡の検出面であるコ区V層の形成年代は 8世紀中葉

以前となり、V層 より7世紀末から8世紀前葉のIAa類 (第 50図No 2)が出土していること

とは矛盾はない。また、Ⅲ区V層中からは、 IAa類だけではなく、ⅡAb類 (第 50図No13、

14)、 ⅢBb類 (第 50図Nα 15)も 出土していることも考え合わせると、V層の形成年代は、 8世

紀前葉から中葉にかけての時期と考えられる。その下のⅡ区Ⅵ層上面については、Ⅵ層上面検

出のSX-1よ りIAa類が出土しているので、 7世紀末から8世紀前葉には形成されていた

と考えることができる。さらにⅡ区Ⅶ層はそれ以前の年代が考えられる。ただし、Ⅱ区のV層、

Ⅵ層、Ⅶ層中からICb類の邪片 (第 50図No 9,10。 12)が出土し、上述の年代観に矛盾を生

じている。調査者としては、 ICb類 の年代が、 7世紀末にまでさかのぼると考えるより、Ⅱ

区の基本層出土遺物に関しても述べたように、調査中に検出できなかった攪乱及びピット等が

あり、これらへの混入品を基本層のものとして取 り上げたとするのが妥当と考えている。

I区 とⅡ区の須恵器邪についてみると、 I区で実測できたものはICb類 2点 (第 50図No 7・

8)があるだけで、Ⅲ区のように 8世紀前葉以前にさかのばるものはないようである。

〔蓋〕

蓋には第42図No 2の ように口径の割に天丼の高いものと第38図No lの ような口径の割に天丼

が低く偏平なものと 2種類が出土している。前者は短頸重・後者は郷の蓋と考えられる。とも

にリング状のつまみがつく。年代については、口区Ⅵ層より出土した第42図No 2は類例がない

ので確かなことは不明であるが、このように天丼部が高く、天丼の縁辺部に突帯が巡るものが、

Ш期 (7世紀前半～ 7世紀後半)の末からⅣ期 (7世糸己後半～ 8世紀末)の初頭にかけて存在する

ことから考えると、本品の年代は 7世紀の末頃と考えられる。これは郭の年代よりみたⅢ区Ⅳ

層の年代と相応し、矛盾は生じない。

第38図No 1 2の偏平な蓋については、 SX-1で の須恵器邪IAa類 との共存関係により

7世糸己末～ 8世紀前半の年代が考えられる。

〔壺〕

重類は3点 (第 9図 No 3。 第22図No 2・ 第42図No 5)出土しているのが、年代のわかるもの

はない。ただ第42図No 5は 5段の波状沈線文と櫛書き連点文を有し、装飾性の高い点を考える

と9世紀を下るものではなく、また、陶邑編年のI期、Ⅲ期のような細かくシャープな波状沈

に士ヒベるとかなり荒い波状文となっていることからすると、 7世糸己から81齢融頂のものと考えられる。

〔霊〕

甕は13点実測したが、年代の得られるものはない。共存する郷と同時期またはそれに近い年

代と考えられる。

刀
仕



(3)須 恵器 (4)土師器

〔駈〕

須恵器の甑は、無底式で内面底部近くに突起を有し、体面外部には 6段の波状沈線文を施す

という特徴を有している。年代としては、 1号住居跡の埋没年代である 8世紀中葉以前と考え

られる。

宮城県内より出土した須恵器甑の例は少なく、管見する範囲では、鳥屋窯跡三角田南地区 2

号窯跡出土品 (大和町)(註13)亀岡遺跡 3号土残・同第 1号住居跡 (大衡村)(註14)清水遺跡

Ⅱ区 (名取市)(註 15)の 4点 があるだけである。管見外のものがあったとしても、その出土点

数は、他の器種と比較しても著しく少なく、特殊な存在であると考えられる。

〔台形土器〕

第38回 No 5は 器種の名称がわからないために、異形土器と呼んだものである。実淑1図では、

径の狭い方を上にして実測したが、逆になる可能性もある。これとまったく同形の類例を求め

ることはできなかったが、類似したものには、陶邑古窯址群のM T21号窯跡出上の49番に図示

されたものがある (註 16)。 これは、器高約 5 Cm、 体部径約29師のもので、体部に直径 2.5 cmの

円径の孔を穿っている。実測図は本書のものとは逆に、開いた側を下にしているが、その天丼

部 (本書の底部に当る)には、推定径 13.5cmの大きな円形の穴が開かれている。器形について

は述べられていない。いずれ何かの台として使用されたのではないかと考えられる。

年代については、 SX-1の 1層 で共存している須恵器郷 l Aα の年代により、7世糸己木か

ら8世紀前葉と考えられるが、MT21の年代―Ⅳ期初頭 (7世紀後半頃)と 矛盾しない。

(4)土師器

土師器は、ロクロ使用前のものと、ロクロ使用後のものがあり、前者には郷・壷 。甕の器種

があり、後者には年と甕がある。

〔杯〕

実測できたものは18点ある。これを各遺物の器形の特徴によって第19表の分類基準を設け、

これに従って分類すると第51図及び第20表のようになる。これを型式編年に当てはめると、 1

AXイ に分類された第51図No llよ、塩釜式に相当し、 IAY口 からICYホ に分類されたNo12
～16は国分寺下層式に相当し、ⅡCXホ類は表杉ノ入式に相当する。表でわかるように I区 で

は塩釜式及び表杉ノ入式が出土しているが、Ⅱ区においては実測しうるような塩釜式及び、表

杉ノ入式の遺物は出土していない。反対に I区ではⅡ区で実測できるものだけで15点 も出土し

ているのに対し、国分寺下層式と認定できる遺物は出上していない。

次に国分寺下層式の第51図No 2～ 16ま での土器に限定して考えることにする。

須恵器との共存と基本層位,出土遺構の関係についてみると、共存関係において最も信頼性
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Ⅶ.ま とめ 1.出土遺物の総括

第19残 土師器邦の分類基準
ロ クロ伸 用の 右錘 2底 部 の形状 に丈 る今類 3日 縁 部 の形状 に 上 る今輻 生体 喜Ь>底 喜Bの 体 の 形 状 に 上 る今 麺

I ロクロ未使用 A 丸 底 X 外傾する
イ外画がわすかにくびれ、文↓応する内山
に稜を形成
口外面にわずかな段を形成し、内面には
変化なし
ハ特に変化がなく口縁に至る
二不明瞭ではあるが、九味のある角を確
認できる
ホ角がついて境がわかる

B 丸底風平底
C 平底Ⅱロクロ使用 Y.内湾する

ICXホ

三墓涯与孝多ケ

第51図 土師器郷集成図

の高いものは、 1号住居跡床面直上及び、カマ ド内から出土した I BY二類に分類された 3点

の土師器邪と、同床面から出土した I Ab類の須恵器郷との関係である。この関係に着目する

と、 3点の土師器の年代は 8世糸己中葉頃に位置付けることができる。また 1号住居肋の 3層中

には床面と同類の須恵器邪 3点 が出土していることから推察すると、住居跡床面の遺物と3層

(堆積土下部)と の時間差がかなり少ないと考えられる。とすれば、同じ1号住居跡 3層出土の

第51図NQ 7(l AYハ )及び第51図No15(I CXホ )についても、床面遺物と同時期のものと

考えられる。これをまとめてみると、1号住居跡の床面直上 |マ ドを含む)の遺物は I BY二類

に限定されるが、堆積土中より出土している I AY二類吸び、 I CXホ との時期は少なく、・ む

しろほぼ同時期のもので、 8世紀中葉頃の年代が考えられる。
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(4)土 自頭器

第20康 土師器郭分類表

Ｎｏ

一
１

分   類 登録No 出 土 地 占
小
共存須恵器不 須 恵 器 の 年 代 観

IAXイ C-1 I区 V層

2

IAYロ

C-6 Ⅱ区 Ⅵ層 (Ⅱ Ab) (8世紀中葉)
3 C-7 Ⅱ区 Ⅵ層 (Ⅱ Ab) ( )

4 C-8 Ⅱ区 V層 IAb 7世紀木～ 8世紀前葉
5 C-9 Ⅱ区 V層 IAa

C-20 Ⅱ区 SI-1-SK2
7

IAYノ

C-16 Ⅱ区 SI-1 3層 IAb 8世紀中葉
C-lo Ⅱ区 V層 IAa 7世紀末～ 8世紀前葉
C-11 Ⅱ区 Ⅵ層 (Ⅱ Ab) (8世紀中葉)

IBYニ
C-18 Ⅱ区 SI― 床直 IAb 8世紀中葉

11 C-17 Ⅱ区 SI― 床直 IAb
C-19 Ⅱ区 SI― カマ ド IAb

ICXホ
C-13 Ⅱ区  SB―
C-14 Ⅱ区 SB―
C-15 I区  SI― 3層 IAb 8世紀中葉

ICYホ C-16 Ⅱ区 SX― 1層 IAa 7世紀木～ 8世紀前葉
17
ICXホ
D-5 I区 P4
D-6 I tt SK-1

では、 I AYハ 類、 I BY二 類、 l CXホ 類 (第 51図No 7～ 15)と 、 I AY口 類 (第 51図No2
～ 6)と の関係についてみると、 I AY口 類は、1号住居跡の検出面であるV層及び、その下
のWI層 中よりの出土であるから、当然 I AYハ類及び、I BY二 類、I CXホ類の土器よりも

古いものと考えることができる。そしてその年代については、須恵器郷で検討した結果から得

られたV層、Ⅵ層の年代-7世紀末から8世紀前葉―と同一に考えられる。ただし、Ⅱ区V層、
WI層中からも先に I AYハ類と分類し、 8世紀中葉とした土器 (第 51図No 8、 9)も 出土してい

るので、これが、Ⅲ区Ⅵ層から 1号住居跡出土土器まで大きな時間差がないことを示している

のか、また同じI AYハ類でも、日縁部直下までヘラケズリだけによって調整されるものと、

外面全体がヘラミガキ調整されるものとでは時間差があることを示しているものなのか、ある

いは、前々より述べているように、上層よりの混入品があったのかについては、今後別の検討

が必要のようである。

なお、 SX-1出土の第51図No16についても、他の同遺構出土品と同様に、 7世紀の年代を
与えることができるかどうか今後の検討が必要である。

〔壺〕

第 9図No 3に示 した土器は、体部下半の破片であるが、やや偏平な球形を呈 しており、重と

考えられる。外面の体部下端には細いハケメ調整痕が残り、体部内面はヘラナデ調整されてい

る。底部は小さく、やや上げ底風に削られている。器形及び、調整の特徴から塩釜式期のもの

と考えられる。
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Ⅶ。ま と め

〔甕〕

甕は13点実測できた。このうち 9点はロクロ使用前、 3点はロクロ使用後のもので、他に 1

点、ロクロが使われたかどうか不明のものがある。

第 11図 No lの 甕は、頸部から口縁部にかけて幅が広 く、大きく外反し、口唇部ヨコナデ、頸

部から肩部にかけての外面ハメケ、内面ヘラナデにより調整される。体部と頸部の境続部内面

には稜が形成される。このような特徴を有するものは、塩釜式期に属するものと思われる。

第 19図No l～ 5の 1号住居跡出土品で、器形及び調整については、すでに述
べたようである

が、ここでもう一つのそ特徴として、大型のもの (第 19図No13)は 口唇部が幅広く、強く外反す

るのに対し、小型のもの (第 19図 No 2・ 5)は 口縁部が短かく、軽く外反することが‡旨摘でき

る。またこの段階では、栗囲式の甕の特徴となっていた体部と口縁部の境の段は、消滅 してし

まう。 1号住居跡出土の土師器甕の年代は、 3層 出土品を含め、共存の須恵器と同じく、 8世

紀中葉頃と考えられる。また、表土より出土している第39図No 3に ついても 1号住居跡出土第

19図 No 5と 類似するので、 8世紀中葉頃と考えられる。

第 図Nα の体部下半部片については、土器の特徴からは栗囲式または国分寺下層式から判

断できないが、 SX-1出 土須恵器の年代から7世糸己末から8世紀前葉の年代が考えられる。

第43図No 3の Ⅶ層出土甕は、底部の端部が外側に張 り出している点は、栗囲式以前の甕には

見られず、国分寺下層式になって見られる特徴であることから、国分寺下層式期に属するもの

で、年代としてはⅡ区Ⅶ層の年代と同一に考えられる。

第10図No 3～ 5の一括出土の甕 3点は、共存する須恵器好が、 8世紀末から9世糸己末のもの

であることから、この年代幅の中で考えることができる。 3点の甕は、肩部から口縁端部にか

けての器形は個性的であるのに対し、器面調整においてはかなり類似性が強 く認められる。

(5赤焼土器

赤焼土器は、出土量が少なく、実測できたのは第11図 3の 1点 だけである。これの年代につ

いては、自′亀良一氏による「多賀城跡出土土器の変遷」(註 17)に おけるE群土器の須恵器及び

須恵形土器に器形の類似性を認めることができる。 E群土器についてはほぼ10世紀の年代が与

えられているので、本追跡出土の赤焼土器についても10世紀頃という年代が考えられる。

(6)土 錘

土錘は I区から 1点、Ⅱ区から 5点出土 している。Ⅲ区から出土 したものはⅣ層中のものか

らⅥ層中のものまであるが層的に大きさ及び形状に大差は認められない。年代について明確な

ものはないが、Ⅱ区の須恵器、土師器の年代が、 7世紀末から 9世紀に限定されていることか
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1.出土遺物の総括、 2.発見遺構の年代と総括

ら、これらの土錘もこの年代のものと考えられる。

(7)刀 子

刀子は、形状のわかる唯一鉄製品である。Ⅵ層から出土しているので、 7世糸己末から8世紀

前葉のものと考えられる。他にも鉄製品と考えられるものの断片が少数出土しているが、銹化

が著しく形状のわかるものはない。また、V層及びⅥ層中からは、鉄滓が少量出土している。

(写真38-7)

(81陶 硯

陶硯は、どちらも小破片であるので、他の跡ものと比較することはできないが、V層 より出

土しており、これがV層への混入品でないとすれば、すでに8世紀前半に、当追跡で硯を使用

するに至っていたことになる。陶硯は、近接する下ノ内追跡からも出土しており、下ノ内遺跡

及び、当遺構の掘立柱建物跡群との関係において、古代におけるこの地域の歴史的性格につい

て再考する必要があると考えられる。

(9)陶磁器

陶磁器については、V-1-(4)で述べたようにI区より3点出土している。平安時代末から鎌倉

時代にかけてと考えられる常滑産の鉢 (第 12図No 2)が最も古い。中国産の青磁は、13～ 14世

糸己頃と考えられる。(註18)第 12図血 1の甕片は、中世の陶器と考えられるが、年代及び生産地

については明らかでない。

2.発見遺構の年代と総括

(1)I区の土壊・ ビット

土羨が 7基、ピットが15イ回、それぞれV層、Ⅵ層、Ⅶ層上面で検出された。このV、 Ⅵ、Ⅶ

層について時期を決定すべき資料を得られず、土残、ピット内の出土遺物より考えてみると、

3号、 5号、 6号については、錐積土中よリロクロ土師器が出土していることから9世紀以降
と考えられる。 7号、 9号、13号 ピットについても、堆積土中よリロクロ土師器が出土してい

ることより9世紀以降と考えられる。

(2)I区 1号河jII

l号河川は、X層中で検出された。Ⅷ層は、灰白色火山灰層である。この火山灰が、多賀城
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跡及び陛奥国分寺跡で検出されているものと同一のものとすると、 10世紀中頃と考えられ、こ

の旧河川は、 10世紀中頃以前に埋まってしまったと考えられる。(註 19)

(3)Ⅱ 区の上娠・ ピット

Ⅲ区の工壌及びピットは、全てV層上面で検出されたものである。 V層年代が 8世紀中葉頃

と考えられるので、これらの上壌 ピットの年代は 8世紀中葉をさかのぼるものではない。 1・

2号土渡については、堆積土中よリロクロ土師器が出土していることから 9世紀以降と考えら

れる。また、 1号土壊の 2層 中より検出されている灰白色火山灰が、多賀城跡及び、陸奥国分

寺跡で検出されているものと同起源のものであるとすれば、自鳥良一氏の年代的考察に従って

(註20)、 10世紀中頃と考えられ、 1号土残もこの年代を与えることができる。

1・ 2号土羨の性格については、形態及び出土遺物からみても、それを明らかにすることは

できない。 3号土壌については、形が整い、堆積土下部に多量の炭火物が層をなしていること

からすれば、何かの貯蔵穴とも考えられる。

(4)溝 跡

濤跡は、Ⅱ区において 8条検出された。各層の検出層は、V層上面 3条、Ⅶ層上面が 2条、

Ⅶ層上面が 2条、Mll層 上面が 1条である。ただし 3号濤についてはロクロ土師器が出土してい

るので、V層 またはそれより上層よりの掘り込みと考えられる。濤跡の方向には統一性は認め

られないが、V層、Ⅵ層上面検出の濤跡 (2、 3、 5、 6、 8、 9号濤)は 、 3号 を除くとほぼ南北

または東西方向にのびるのに対 し、下のⅦ層、Ⅷ層上面検出の濤跡 (4、 7号濤)は、真北に

対して斜方向に延びるという傾向が認められる。また 4号や 7号濤のように検出面が深 く、さ

らに掘り込みの深い濤跡の底面には砂の錐積が認められ、かなりの水量があったと考えること

ができる。

濤の底面は、調査範囲が狭いために大きな傾 きを示すのはもなかったが、 4、 5、 7、 8号 濤

においてわずかに認めることができた。Ⅶ層検出の 4号、及びⅧ層検出の 7号は、追跡の北側

の後背湿地の方向が下がっている。 5号、 8号は、それぞれ西方と東方の反対方向の傾 きを呈

している。

濤の年代としては、ロクロ土師器の出土 している 3、 8、 9号については 9世紀以降のものと

考えられる。 V層上面検出の 2号については 8世紀中葉以降、Ⅵ層上面検出の 5、 6号 につい

ては 7世紀末から 8世紀前葉頃、Ⅶ・Ⅷ層上面検出の7号については 7世紀末以前の年代が考

えられる。
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2.発見遺構の年代と総括、 3.調査成果のまとめ

(5)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 3棟分検出されているが、調査区が狭いためにその全容のわかるものはない。

建物跡の規模及び柱穴掘り方の規模も個別的である。 1号掘立が最も大きく梁行が 3間 (5。 25

m)あ り、桁行も 3間 を超えるものと思われる。柱穴の掘り方も方形または隅九方形と比較的

整っている。これに対し、 2号掘立柱建物跡は梁行 2聞 (3.85m― 検出例を梁と考えた場合)

と小規模で、柱穴掘 り方も小さな円形のものである。 1号、 2号掘立柱建物跡には、構造上の

差は建物の機能的差異を示 しているものと考えられる。

3号掘立柱建物跡は、南列が 1間で 4.4mを 計る建物である。このように 1間の問尺が 4m

を越えるような掘立柱建物は一般的に見られるものではない。また、柱穴掘 り方も不統一であ

る。このことから考えると、 3号掘立柱建物跡とした遺構は、掘立柱建物跡ではなく、床面を

含む上部を削平された南北 2間東西 1間 からなる 6本柱主穴の竪穴住居跡の柱穴で、検出柱穴

はその南側 2/3と 考えられる。

1、 2号掘立柱建物跡の年代は、柱穴掘 り中よリロクロ土師器片を出土していることから、

9世紀以降と考えられる。 3号掘立柱建物跡とした遺構についてはⅦ層上面が検出面であるこ

とから7世紀末以前のものと考えられる。

(6)竪穴住居跡

竪穴住居跡としてプランが検出できたのは、Ⅱ区の 1号住居跡 1軒だけである。大きさは一

辺 4.2m以 上で、煙道を有するカマ ドが付設されている。カマ ドは二時期あり、東壁中央付近

から北壁に造 り換えている。出土遺物は少ないが、床面出土土器及び堆積土下部出土土器から

8世紀中葉の廃棄年代が考えられる。

3.調査成果のまとめ

① 本調査では、 I区において土壌 基、ピット多数、旧河川跡 1条、Ⅱ区において遺物包含

層 3枚、竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 3軒 (竪穴住居跡の柱穴の可能性のある遺構 1基を含

む)、 土壌 3基、濤 8条、性格不明竪穴遺構 1基、ピット多数と、多くの遺構が検出され、これ

に関係する遺物も多数出土 した。これにより、これまで遺跡として周知されていなかった下ノ

内浦地区も、周辺地区と同様に多数の遺構の存在する追跡であることが判明した。

② l区とⅡ区では基本層及び出土遺物が多少異なり、I区では4世ネ己代の塩釜式土師器の後

は9.10世紀代の土師器、須恵器、赤焼土器の時期に至るまで、その中間時期の追物は出土して



Ⅶ.ま と め

いない。これに対し、Ⅱ区においては 7世糸己末から9世紀代の追物は出土しているが、その前

後の遺物として明確なものは縄文土器があるだけである。

③ 今回発見された遺構のうち時期のわかるものは、 7世紀末頃と考えられる濤、性格不明の

竪穴遺構から、10世糸己中頃と考えられるⅡ区 1号土羨まであるが、これ以外の時期の縄文式土

器や、塩釜式土器、中世の陶磁器類も少量ながら出土しているので、これらの時期に関係する

遺構も、今後の調査によっては発見されることが予想される。

④ Ⅲ区は追跡の中央部よりやや南の位置に、 I区は旧魚川にほぼ接する南端部に位置するが、

基本層は暗褐色、灰黄褐色を基調とする粘土質シルト、 I区は褐色、黄褐色を基調とするシル

ト、砂質シルトと、層の変化が著しい。

両区のV層前後の標高10,4～ 11.2mの範囲で、 7世糸己後半から10世糸己代に限定される生活面

が確認された。又、灰自火山灰降下時期に近接した時期に、両区とも一部焦川の影響を受けて

いることが確認された。Ⅱ区で一部深掘区を設定し調査したが、前記以前の遺物包含層は確認

できなかった。
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写 真 図 版





写真 l I区 全 景
(東より)

写真 2 1区西壁断面
(東より)

写真 3 1区北壁断面
(南より)



浄

写真 4 1区 1号土境
(西より)

写真 5 1区 2号土壌
(南より)

写真 6 1区 3号土壌
(北より)



写真 7 1区 5号土壌
(北より)

写真 8 1区Ⅶ層上面
一括土器

(東より)

写真 9 Ⅱ区北壁断面
E25付近

(南東より)



写真10 Ⅱ区北壁断面
―E24～ E30-

(南東より)

写真引 Ⅱ区北壁深掘り断面
一E12～ E18-

(南より)

写真12 1号住居跡全景
(南よ
'))



写真13 1号住居跡

カマド(新 )

(南より)

写真14 1号住居跡
カマド(十日)

(西より)

||=■■ |||● III■ ■1■■i■

写真15 1号住居跡カマド(十日)
縦断面 (南西より)

写真16 1号住居跡カマド(新 )
横断図 (北より)



写真17 1号掘立柱建物跡
Pl-2
(南より)

rl′

1乞■日ロロロ甲口甲▼″
Pいい

写真18 1号掘立柱建物跡P3完掘
(北より)

写真19 1号掘立柱建物跡P4断面
(北より)

写真21 1号掘立柱建物跡P2断面

(東より)

1号掘立柱建物跡P4断面
(東より)



,墓l
鞠五

写真22 2号掘立柱建物跡
(東より)

写真23 3号掘立柱建物跡
(西より)

|.i■ 111 -― 11 '|・ ■
||

写真24 3号掘立柱建物跡P

(西より)

2号掘立柱建物跡P2断面
(南東より)



1号性格不明遺橋

(北西より)

靱

|.・ AI

緯
|■|||■11

写真27 Ⅱ区 1号土壌
(北 より)

写真28 Ⅱ区 2号土媛
(東より)

徽
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ド

一基
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社

写真26



写真29 Ⅱ区 3号土壊
(西より)

写真30 2 号 溝
(南より)

写真31 3・ 4号溝

(南より)

右 4号・左 3号



写真32 5。 6号溝
一縦 5号一

(東より)

写真33 8 号 溝
(東より)



に
Ⅷ

∽
IIO 登 録 種  別 地区名 追  構 層  位 登 録 種  別 地区名 遺  構 層  位
l A-1 縄文土器 V層 1 A-11 縄文土器 Ⅱ V層
2 A-2 縄文土器 Ⅶ層 A-12 縄文土器 Ⅱ V層
A-3 縄文土器 SP-4 A-13 縄文土器 Ⅱ V層
4 A-4 縄文土器 P-1 土鍾 Ⅱ Ⅳ層

A-5 縄文土器 Ⅵ層 l P-2 土鍾 Ⅱ Ⅳ―Ⅵ層
A-6 縄文土器 V層 P-4 土鍾 Ⅱ Ⅳ一Ⅵ層
A-7 縄文土器 Ⅱ Ⅵ層 P-5 土鍾 Ⅱ IⅥ層
A-8 縄文土器 Ⅱ V―Ⅵ層 P-6 土鍾 ll Ⅵ層

A-9 縄文土器 ] Ⅵ層 P-7 土鍾 Ⅱ SK-1 V層
A-lo 縄文土器 ] V層

写真34 縄文土器、土製品
67



登録番号 種 房」 移 地区名 澄 遺 構 層  位

l E-34 須恵器 郷 SX-1 l層

2 E-5 須恵器 イ V層

E-30 須恵器 不 SI-1 3層

4 E-29 須恵器 不 SI-1 3層

E-1 須恵器 罫 I Ⅷ b層

6 E-4 須恵器 甕 Ⅱ層

7 E-22 須恵器 甕 Ⅵ層

E-21 須恵器 蓋 Ⅵ層

E-35 須恵器 蓋 SX-1 1層

E-26 須恵器 壷 ll Ⅶ層

E-38 須恵器 果 形土 器 ll SX-1 1層

68

写真35 須 恵 器



登録番号 種  別 移 地区名 遺 構 層 位

l E-32 須恵器 甑 Ⅱ SI-1 かまど内

2 E-29 須恵器 邪 Ⅱ SI-1 3層

3 E-3 須恵器 不 Ⅱ 表採

写真36 須恵器
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登録番号 種 房」 器形 地区名 遺 跡 層  位

1 C-6 土師器 不 V層

C-16 土師器 不 SI-1 3層

C-10 土師器 邪 V層

C-18 土師器 郷 SI-1 床直

C-17 土師器 郷 SI-1 床直

C-2 土師器 甕 I V層

7 C-21 土師器 甕 SI-1 3層

C-12 土師器 甕 Ⅱ Ⅶ層

写真37土師器
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登録番号 種  別 器形 地区名 遺構 層 位 登録番号 種  別 移 地区名 色構 層位

l D-1 土師器 斥 I V層 5 P-3 手控ね土器 V層

D-4 土師器 甕 I Ⅷb層 6 N-1 鉄製品 刀子 Ⅵ層

D-3 土師器 甕 I Ⅷり層 7 鉄製品 婢

4 D-2 土師器 甕 I Ⅷb層

写真38｀ 土師器、手狸ね土器鉄製品
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登 録 種  別 移 地区名 遺  構 層  位

1 J-1 青磁 郷 I V層

」-2 中世陶器 甕 I V層

」-3 中世陶器 鉢 I SK-5 1～ 2層

K-7 石器 SD-1 埋 土

K-6 石器 SD-1 埋 土

K-5 石器 5～ 6層

写真39青磁、中世陶器、石器 1/2
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文化財調査係

仙台市文化財調査報告書刊行日録

天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )
仙台城 (昭和42年 3月 )
仙台市燕沢善応寺横沢床古墳群調査報告書 (昭和43年 3月 )
史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年 3月 )
仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )
仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )
仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )
仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )
仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )
仙台市中田町安久東追跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )
史跡遠見塚古墳環境整備予備調査慨報 (昭和51年 3月 )
史跡遠見螺古墳環境整備第二次予備調査慨報 (昭和52年 3月 )
南小泉追跡―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )
栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )
史跡遠見蹂古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )
六反田遺跡発掘調査 (第 2・ 3次 )のあらまし (昭和54年 3月 )
北屋敷追跡 (昭和54年 3月 )
枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )
仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )
史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備調査慨報 (昭和55年 3月 )
仙台市開発関係追跡調査報告 I(昭和53年 3月 )
経ヶ峯 (昭和55年 3月 )
年報 1(昭和55年 3月 )
今泉城跡発掘調査報告書 ,(昭和55年 8月 )
三榊峯遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )
史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )
史跡陸奥国分寺跡昭和55年度発掘調査慨報 (昭和56年 3月 )
年報2(昭和56年 3月 )
郡山遺跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭和56年 3月 )
山田上ノ台追跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
仙台市開発関係遺跡調査報告正 (昭和56年 3月 )
鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
山口追跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )
南小泉遺跡一都市計画衡路建設工事関係第 1次調査報告 (昭和57年 3月 )
北前遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
仙台平野の追跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )
郡山遺跡Ⅱ―昭和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )
燕沢追跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
仙台市高速鉄道関係追跡調査概報 I(昭和57年 3月 )
年報 3(昭和57年 3月 )
郡山追跡―宅地造成に伴う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )
栗追跡発掘調査報告書 (昭和57年 8月 )
鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )
茂庭―茂庭住宅回地造成工事地内追跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
郡山追跡Ⅲ―昭和57年度発掘調査概報― (昭和58年 3月 )
仙台平野の追跡群Ⅱ―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和58年 3月 )
仙台市文化財分布調査報告工 (昭和58年 3月 )
岩切・畑中遺勁発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
仙台市文化財分布地図 (昭和58年 3月 )
商小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第 2次調査報告 (昭和58年 3月 )
中田・畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
南小泉追跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )
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